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lま

じ

め

(
l
)
 

中
央
ア
ジ
ア
に
は
、
草
原
と
沙
漠
と
い
う
そ
の
自
然
環
境
に
遁
磨
し
て
生
活
す
る
遊
牧
民
と
オ
ア
シ
ス
民
が
存
在
し
、
雨
者
は
共
生
し
な
が

ら
そ
の
陪
史
を
育
ん
で
き
た
。
し
た
が
っ
て
中
央
ア
ジ
ア
壮
舎
の
特
質
を
追
究
す
る
に
は
、
ま
ず
は
こ
う
し
た
雨
者
聞
に
結
ば
れ
る
共
生
闘
係



の
諸
相
を
具
盟
的
に
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ま
で
に
も
彼
ら
の
共
生
闘
係
に
つ
い
て
、
軍
事
的
優
位
に

(
2
)
 

立
つ
遊
牧
民
と
富
を
集
積
す
る
オ
ア
シ
ス
民
と
の
相
利
的
な
闘
係
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
央
ア
ジ
ア
に
お
け
る

遊
牧
民
と
オ
ア
シ
ス
民
と
の
共
生
と
は
具
瞳
的
に
何
を
指
す
の
か
、
必
ず
し
も
貰
詮
的
な
検
討
が
加
え
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
具
瞳
的
な
そ

オ
ア
シ
ス
民
に
嗣
賄
を
据
え
て
見
れ
ば
、
共
生

(
3
)
 

相
手
と
な
る
遊
牧
民
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
に
は
日
常
的
に
接
す
る
身
近
な
遊
牧
集
圏
の
レ
ベ
ル
か
ら
、
唐
域
に
支
配
を
及
ぼ
す
遊
牧
園
家
の
レ

の
姿
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
賄
が
多
い
。
と
く
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

ベ
ル
ま
で
様
々
に
あ
り
一
枚
岩
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
オ
ア
シ
ス
民
に
し
て
も
同
様
に
、
遊
牧
民
の
共
生
封
象
と
な
る
オ
ア
シ
ス
に
は
、

集
落
レ
ベ
ル
の
小
規
模
な
オ
ア
シ
ス
か
ら
、
「
王
」
の
も
と
に
政
治
組
織
が
整
備
さ
れ
た
オ
ア
シ
ス
固
家
の
レ
ベ
ル
ま
で
あ
り
、
決
し
て
一
様

で
は
な
い
。
圃
家
レ
ベ
ル
で
の
雨
者
の
閲
係
で
言
え
ば
、
強
大
な
遊
牧
園
家
が
ス
テ
ッ
プ
地
域
に
成
立
す
る
と
、
そ
の
君
主
は
オ
ア
シ
ス
国
家

の
「
王
」
を
政
治
的
に
統
属
し
、
遊
牧
園
家
の
一
員
と
し
て
オ
ア
シ
ス
園
家
を
組
み
入
れ
て
い
る
。

本
論
で
は
、
雨
者
聞
の
多
一
様
な
共
生
関
係
を
解
明
し
て
ゆ
く
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
史
料
が
あ
る
程
度
確
保
で
き
る
西
突
一
敗
と
ト
ゥ
ル
フ
ア
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ン
の
オ
ア
シ
ス
国
家
で
あ
る
麹
氏
高
昌
固
と
の
共
生
闘
係
を
具
瞳
的
に
取
り
上
げ
、
ま
ず
は
国
家
レ
ベ
ル
で
の
雨
者
の
共
生
闘
係
に
つ
い
て
検
討
し

(
4
)
 

て
み
た
い
。
な
お
以
下
、
本
論
で
中
央
ア
ジ
ア
と
言
、
つ
場
合
、
と
く
に
断
ら
な
い
限
り
、
基
本
的
に
パ
ミ

l
ル
以
東
の
そ
れ
を
指
す
も
の
と
す
る
。

第
一
節

西
突
厭
の
使
節
と
麹
氏
高
昌
固

遊
牧
民
が
麿
域
に
わ
た
る
支
配
を
及
ぼ
す
遊
牧
園
家
を
建
て
る
と
、
遊
牧
部
族
だ
け
で
な
く
オ
ア
シ
ス
民
が
建
て
る
オ
ア
シ
ス
園
家
を
も
、

そ
の
固
家
瞳
制
の
な
か
に
取
り
込
ん
で
い
っ
た
こ
と
は
肢
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
本
論
で
検
討
封
象
と
す
る
中
央
ア
ジ
ア
地
域
で
は
、
唐

が
貞
観
四
(
六
三
O
)
年
に
伊
吾
を
併
合
し
て
中
央
ア
ジ
ア
へ
乗
り
出
し
て
く
る
以
前
、

一
時
的
な
断
絶
は
あ
り
な
が
ら
も
、

い
わ
ゆ
る
西
突

阪
が
勢
威
を
振
る
い
、
パ
ミ

l
ル
以
東
ば
か
り
で
な
く
以
西
に
も
お
よ
ん
で
オ
ア
シ
ス
園
家
を
支
配
下
に
置
い
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
六
世
紀

195 

宇
ば
に
勃
興
し
た
突
販
は
、

五
八
三
年
に
東
西
に
分
裂
し
な
が
ら
も
、
そ
の
西
方
勢
力
で
あ
る
西
突
厭
が
先
ず
は
ユ
ル
ド
ウ
ス
に
王
庭
を
置
い
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て
パ
ミ

1
ル
以
東
の
オ
ア
シ
ス
諸
国
を
支
配
下
に
お
い
た
。
そ
の
後
、
七
世
紀
初
頭
の
陪
の
大
業
年
聞
に
は
、
銭
軌
の
撞
頭
に
よ
り
ジ
ユ
ン
ガ

ル
地
域
と
南
の
オ
ア
シ
ス
諸
圃
の
一
部
が
離
反
し
た
が
、
そ
れ
を
再
び
回
復
し
た
統
葉
護
可
汗
の
時
期
に
は
、
王
庭
を
砕
葉
(
天
山
西
部
北
麓

の
現
在
の
ト
ク
マ
ク
附
近
、
ス
イ
ア
l
ブ
遣
社
)
に
遷
し
、

タ
リ
ム
盆
地
周
遺
ば
か
り
で
な
く
パ
ミ

1
ル
以
西
の
オ
ア
シ
ス
諸
園
を
も
唐
く
そ
の
支

配
下
に
組
み
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
パ
ミ
l
ル
東
西
に
わ
た
る
ほ
ぼ
す
べ
て
の
オ
ア
シ
ス
諸
国
は
、
西
突
一
敗
の
国
家
瞳
制
の
中
に
組
み
入
れ
ら
れ

た
と
言
え
よ
う
。
『
奮
唐
書
』
巻
一
九
四
下
突
一
敗
停
下
(
中
華
書
局
標
貼
本
〈
以
下
略
〉
、
五
一
入
会
頁
)
に
は
、
こ
う
し
た
統
葉
護
可
汗
時
代
の

状
況
を
、
以
下
の
よ
う
に
惇
え
て
い
る
。

ふ
せ

統
葉
護
可
汗
は
、
勇
に
し
て
謀
有
り
。
攻
戟
を
善
く
し
、
遂
に
北
は
鍛
勤
を
井
せ
、
西
は
波
斯
を
拒
ぎ
、
南
は
扇
賓
に
接
す
れ
ば
、
悉
く

之
に
揮
す
。
控
弦
は
数
十
高
、
西
域
を
覇
有
す
。
奮
の
烏
孫
の
地
に
撮
る
に
、
又
た
庭
を
石
園
北
の
千
泉
に
移
す
。
其
れ
西
域
諸
園
の
王

は
悉
く
額
利
護
を
授
け
ら
る
。
井
せ
て
吐
屯
一
人
を
遣
わ
し
て
之
を
監
統
し
、
其
の
征
賦
を
督
せ
し
む
。
西
戎
の
盛
な
る
こ
と
、
未
だ
之
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れ
有
ら
ざ
る
な
り
。

こ
の
史
料
か
ら
、
統
葉
護
可
汗
が
、
配
下
の
オ
ア
シ
ス
諸
園
の
「
王
」
す
べ
て
に
、
遊
牧
部
族
長
と
同
様
に
「
韻
利
護
口
片
山
冨
円
」
の
稽
披
を

(
5
)
 

授
輿
し
、
併
せ
て
こ
れ
ら
オ
ア
シ
ス
諸
固
に
監
察
と
徴
税
を
捨
首
す
る
「
吐
屯

E
E
D」
を
汲
遣
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

(
6
)
 

の
睦
制
は
、
統
葉
護
可
汗
時
代
に
な
っ
て
は
じ
め
て
形
成
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
西
突
一
敗
の
基
本
と
な
る
支
配
瞳
制
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り

口
S
E円
の
栴
競
の
授
受
を
通
じ
て
、
遊
牧
園
家
の
可
汗
と
オ
ア
シ
ス
園
「
王
」
と
の
聞
に
政
治
的
支
配
従
属
聞
係
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
先
の

『
蕎
唐
主
日
』

の
記
事
に
も
見
え
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
政
治
的
統
属
関
係
に
基
づ
い
て
、
オ
ア
シ
ス
園
「
王
」
に
は
可
汗
に
釘

し
て
「
征
賦
」
(
賦
税
)
の
納
入
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
「
征
賦
」
物
は
、
基
本
的
に
毎
年
、
可
汗
の
も
と
に
迭
ら
れ
た
と
考
え
ら

れ
、
事
賓
『
貌
室
田
」
巻
一

O
二
西
域
停
、
疏
勤
固
の
候
(
二
二
六
八
頁
)
に
は
「
土
は
栢
・
粟
・
麻
・
委
・
銅
・
銭
・
錫
・
雌
黄
・
錦
・
綿
、



カ
シ
ユ
ガ
ル

多
し
。
毎
歳
、
常
に
突
厭
に
供
迭
す
o
」
と
見
え
、
疏
軌
国
家
で
は
毎
年
、
穀
物
・
鍍
物
資
源
と
と
も
に
錦
や
畳
一
綿
を
西
突
一
敗
へ
迭
っ
て
い
た
。

お
そ
ら
く
は
各
オ
ア
シ
ス
園
家
の
様
々
な
産
品
が
「
征
賦
」
物
と
し
て
徴
収
さ
れ
、
そ
れ
を
「
供
迭
」
す
る
た
め
に
オ
ア
シ
ス
固
家
か
ら
可
汗
の

も
と
に
使
節
が
祇
遣
さ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
義
務
は
同
時
に
遊
牧
国
家
に
封
す
る
あ
る
種
の
権
利
を
祇
生
さ
せ

る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
遊
牧
園
家
と
オ
ア
シ
ス
園
家
の
聞
に
一
定
の
共
生
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
雨
者
の
共
生
関
係
と
し
て
常
々
指
摘
さ
れ
て
き
た
の
が
、
軍
事
的
優
位
に
立
つ
遊
牧
民
(
園
家
)
と
富
を
集
積
す
る
オ
ア
シ
ス

民
(
凶
家
)
と
の
相
利
的
な
闘
係
で
あ
っ
た
。

つ宇品、れソ、

オ
ア
シ
ス
園
家
は
遊
牧
園
家
の
牧
奪
の
封
象
と
な
る
替
わ
り
に
、
遊
牧
園
家
の
軍
事

的
な
庇
護
(
オ
ア
シ
ス
国
家
の
防
御
や
キ
ヤ
ラ
ヴ
ア
ン
隊
の
警
護
な
ど
)
に
興
る
と
い
う
関
係
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
見
方
だ
け
で
は
雨

者
の
共
生
聞
係
を
十
分
に
す
く
い
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
く
に
強
大
な
遊
牧
国
家
が
成
立
し
た
時
、
圃
家
レ
ベ
ル
で
の
相
利
的
な
闘
係
の

中
核
と
な
っ
た
も
の
は
何
で
あ
っ
た
の
か
、
掘
り
さ
げ
て
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。
以
下
に
そ
れ
を
具
睦
的
に
考
察
し
て
み
よ
う
。

( 

ー
) 

西
突
肢
の
使
笥
に
関
わ
る
丈
書
史
料
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ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
丈
書
を
通
覧
す
る
と
、
麹
氏
高
昌
園
が
西
突
厭
な
ど
か
ら
の
外
来
使
節
を
受
け
入
れ
、
そ
れ
ら
を
接
待
し
て
い
た
こ
と
を
惇

え
る
史
料
が
数
多
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
気
附
く
。
具
瞳
的
に
掲
げ
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
「
高
田
探
阿
川
等
停
供
根
食
帳
」

(
g
dハ冨
ω
ω
H
b
(

白)
w
H
¥

叶(出
)
-
H
¥

忌(出
)
-
H
¥

品(白
)
w
H
¥
ω
(

出
)
〈
録
〉
「
文
書
」
二
、
二
八
三
二
八
七
頁
o

〈
官
何
〉
『
国
文
』

②
「
高
田
骨
円
等
粗
細
根
用
帳
」

一
、
二
三
八
二
四
O
頁
o
)

(品也、『岡山冨
ω
ω

一回¥∞(白

)L注
目
)
〈
録
〉
『
文
章
H

』
二
、
二
九
四
二
九
五
頁
o

〈
官
何
〉
『
園
文
』

一
、
二
四
三
頁
。
)
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③
「
高
昌
重
光
三
(
六
二
二
)
年
篠
列
虎
牙
氾
某
等
惇
供
食
帳
二
」

(志、
H
J
H

玄印。一泊
(

σ

)

〈
録
〉
『
文
書
』
一
一
一
、

一七
O

|
一
七
一
頁
。
〈
窮
〉
『
国
文
」

一
、
三
七
七
頁
o
)
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④
「
高
昌
惇
供
酒
食
帳
」
(
叶
N

叶
〉
冨
5
5
E

⑤
「
高
田
佳
明
園
等
停
供
食
帳
」

(品。、HJ山
富
ω
ミ一印
¥ω(白)
h
b
(出)唱印
¥
P
印
¥
印
(
出
)
〈
録
〉
『
文
書
』
一
二
、
二
五
O

二
五
四
頁
o

〈
肯
何
〉
『
園
文
』

⑥
「
高
昌
虎
牙
都
子
等
惇
供
食
帳
」
(
き
己
冨
ω
宅
一
件
長
田
)
〈
録
〉
「
文
童
H

」
三
、
二
五
五
頁
。
〈
出
馬
〉
『
岡
文
』

⑦
「
高
昌
口
善
等
惇
供
食
帳
」

(
G
C
H
〉
冨
ω
C
吋一印¥同(白)温品¥件(出

)

w

九
日

¥
ω
(
出
)
〈
録
〉
『
文
書
』
二
一
、
二
五
六
二
五
九
頁
o

〈
官
何
〉
『
園
文
』

(
7
)
 

⑧
「
高
昌
令
狐
等
停
供
食
帳
」

(由。、『〉冨
ω
②吋一印
¥
N
(

ず
)
〈
録
〉
『
文
書
」
二
一
、
二
六
O

二
六
一
頁
o

〈
官
何
〉
『
園
文
』

一
四
六
百
円
。
〈
潟
〉
『
固
文
」

一
、
三
六
八
頁
。
)

〈
録
〉
『
文
書
』
一
二
、

三
四
二
一
四
一
四
頁
。
)

一
、
四
今
回
頁
o
)

一
、
四
一
五
四
一
七
頁
o
)

一
、
回
会
八
頁
o
)

⑨
「
高
昌
虎
牙
元
治
等
惇
供
食
帳
」

(品。、『〉冨
ω
N
P
N
ω
¥
Y
N
ω
¥
N
-
N
ω
¥
u
-
N
ω
¥仏

一
、
四
六
一
頁
。
)
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〈
録
〉
『
文
書
』
一
二
、
三
四
二
三
四
五
頁
o

〈
寓
〉
『
固
文
」

⑩
「
高
昌
都
子
等
停
供
食
帳
」

(
叶
ω
、
H
J
E
ロ
ロ
一
言
¥
∞
A
F
C
品
¥
∞
ω
・
2
¥
H
C
(
出
)
〈
録
〉
『
文
書
」
四
、
補
二
四
二
六
頁
o

〈(臼何〉『園文』

一
、
二
六
三
一
良
。
)

⑪
「
高
昌
曹
石
子
等
停
供
食
帳
」

(
叶
ω
吋
〉
冨
臼
叶
一
言
論
l
y
Z
¥叶
(
出
)
〈
録
〉
『
文
書
』
四
、
補
二
七
二
八
頁
o

〈
窮
〉
『
固
文
」

一
、
二
六
三
二
六
四
頁
。
)

⑫
「
高
昌
元
種
等
停
供
食
帳
」

(
叶
ω
、
H
J
E
a
F
C
R
H
(
国
)
己
品
¥
∞
N
(
出)己品¥凶(由)・2hu(白)己AFb(同
)
W
2
¥
印
己
品
¥
矢
田
)
・
2
¥
品
〈
録
〉
『
文
書
』
四
、
補
二
九
|
一
一
一
四
一
員
。
〈
寓
〉
『
園
文
』

二
六
四
百
円
。
)

⑬
「
高
田
佳
同
時
等
停
寺
院
使
人
供
奉
客
使
丈
書
」

(君、『〉冨
H
N
N
ω
¥
N

・ω
¥
品

〈
録
〉
『
文
書
』
一
一
一
、
三
二
八
三
二
九
頁
o

〈
寓
〉
『
園
文
』

一
、
四
五
五
一
良
。
)



⑪
「
高
昌
延
書
十
四
(
六
三
石
)
年
兵
部
差
人
看
客
館
客
使
丈
書
」

(
叶
N

、
『
〉
冨
弓
H
A
N
(出
)
唱
]
{
叶
(
白
)
w
同
印
(
国
)
w
]志
(
白
)
唱
ロ
(
白
)
w
E
(出
)
咽
巴
(
白
)
w
H∞
(
出
)

〈
録
〉
『
文
書
』
四
、

一
三
一
一
一
一
一
一
五
頁
o

〈
寓
〉
『
園
文
』
二
、
七
六

七
八
頁
o
)

以
上
に
掲
げ
た
丈
書
は
、

ア
ス
タ
ー
ナ
古
墳
群
の
五

O
競
(
③
)

-
一
五
四
競
(
④
)

-三
O
七
競
(
⑤
l
⑧
)

-
三
二
九
競
(
⑨
)

五

七
競
(
⑩
1

⑫
)

-
一
一
一
一
一
競
(
⑬
)

-
一
七
一
披
(
⑪
)
お
よ
び
カ
ラ
ホ
l
ジ
ャ
古
墳
群
の
一
二
三
競
(
①
②
)
の
八
墳
墓
か
ら
出
土
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
大
字
を
占
め
る
③
・
④
を
除
く
①
!
⑫
は
、
麹
氏
高
昌
圃
の
一
定
期
間
内
に
お
け
る
穀
物
の
公
的
支
出
を
、
支
出
ご
と
に

逐
一
連
記
す
る
か
た
ち
で
集
計
し
た
帳
簿
様
の
公
文
書
(
以
下
、
「
供
糧
食
帳
」
と
略
稽
)
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
供
糧
食
帳
」
の
う
ち
⑤
l
⑨

の
文
書
は
、
ほ
と
ん
ど
の
穀
物
支
出
が
遊
牧
国
家
か
ら
麹
氏
高
昌
国
へ
遣
わ
さ
れ
た
使
節
に
封
す
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
供
給
先
を
限
定
し

て
穀
物
の
支
出
状
況
を
ま
と
め
た
如
く
で
あ
る
。

な
お
③
・
④
は
、
書
式
は
①
・
②
お
よ
び
⑩
l
⑫
と
基
本
的
に
同
一
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
穀
物
の
ほ
か
に
も
酒
・
内
・
油
・
棄
・
餅
な
ど
の

様
々
な
食
料
品
の
支
出
帳
簿
と
な
っ
て
い
た
。
③
は
、
ほ
と
ん
ど
の
支
出
先
は
圏
内
の
官
・
兵
・
借
・
民
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
混
じ
っ
て

(
8
)

む
ぎ
こ
む
ぎ
こ
が
し

「
客
胡
」
が
見
え
て
お
り
、
ま
た
④
に
は
、
麹
氏
高
昌
圃
の
官
員
と
と
も
に
遊
牧
勢
力
か
ら
の
使
い
が
酒
・
麺
・
整
・
栗
米
・
棄
等
を
受

39 

給
し
て
い
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

他
方
、
こ
う
し
た
食
料
支
出
簿
に
封
し
て
、
⑬
・
⑪
は
と
も
に
使
節
を
接
待
す
る
役
務
を
課
さ
れ
た
人
の
供
出
を
内
容
と
し
て
い
る
。
⑬
は

六
O
三
!
六

O
四
年
の
作
成
と
推
定
さ
れ
る
帳
簿
様
の
公
文
書
で
あ
り
、
遊
牧
勢
力
か
ら
の
使
節
の
接
待
に
供
出
さ
れ
た
寺
院
の
隷
属
民
が
使

節
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
⑪
は
麹
丈
泰
統
治
下
、
延
書
十
四
(
六
三
七
)
年
七
月
一
二
十
日
に
尚
書
系
の
兵
部
が
作
成
し
た
帳
簿
様

の
公
文
書
で
あ
り
、
遊
牧
使
節
の
接
待
の
場
と
な
っ
た
客
館
へ
の
労
役
供
出
に
閲
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

(
9
)
 

個
々
の
丈
書
に
閲
す
る
先
行
研
究
や
そ
れ
を
踏
ま
え
た
検
討
は
、
本
論
で
は
一
切
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
本
論
の
テ
1
マ
に
と
っ
て
こ

199 

れ
ら
の
史
料
は
重
要
な
意
味
を
有
し
て
い
る
の
で
、
敢
え
て
こ
こ
で
こ
れ
ら
を
取
り
上
げ
た
い
。
ま
ず
は
こ
れ
ら
の
丈
書
か
ら
具
瞳
的
な
使
節
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を
拾
い
上
げ
て
ゆ
く
と
、
表
1
に
列
拳
し
た
よ
う
な
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。

fヘ、

一、、ー-

丈
書
の
年
代
と
使
節
の
比
定

表
1
「
麹
氏
高
昌
固
使
節
・
客
人
一
覧
表
」
の
「
遊
牧
諸
集
圏
の
使
節
」
表
(
以
下
、
「
遊
牧
使
節
表
」
と
略
栴
)
に
見
え
る
諸
使
節
に
つ
い
て
、
王

素
氏
と
美
伯
勤
氏
は
、
珂
実
F
A
国
吉
ロ
か
ら
の
使
節
に
閲
し
て
、
次
の
よ
う
に
比
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
阿
博
珂
寒
而
1

・
2
、
⑤
・
⑦
文
書
)

(
日
)

は
阿
波
可
汗
〉
官
官
吉
田
に
、
貧
洋
珂
寒
(
蜘
3

5

、
⑦
・
⑧
・
⑬
文
書
)
は
『
陪
童
日
』
巻
八
四
突
厭
停
に
見
え
る
貧
汗
可
汗
に
、
尼
利
珂
蜜

(ロ)

(
b
m
、
⑬
文
書
)
は
泥
利
可
汗
(
阿
波
可
汗
の
後
、
在
位
五
八
七
六
O
三
・
六
O
四
)
に
、
ま
た
怒
遅
珂
寒

(
b
H
、
⑨
文
書
)
は
庭
羅
可
汗
(
泥

(
日
)

利
の
子
、
在
位
六
O
四
六
一
一
)
に
そ
れ
ぞ
れ
嘗
て
て
い
る
。
こ
の
比
定
は
、
そ
の
他
の
研
究
者
た
ち
も
追
認
し
て
お
り
、
私
も
こ
れ
に
従
い
た
い
。

以
上
の
可
汗
の
比
定
を
前
提
に
考
え
る
と
、
⑤
・
⑦
・
⑧
・
⑩
の
文
書
の
作
成
時
期
は
、
阿
波
可
汗
と
貧
汗
可
汗
の
在
位
期
聞
か
ら
五
八
三

(
見
)

五
八
七
年
に
限
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
五
八
三
年
と
い
え
ば
、
突
一
敗
で
は
阿
波
可
汗
(
大
遜
便
)
や
貧
汗
可
汗
が
、
西
面
可
汗
で
あ
っ
た
達

頭
可
汗
に
走
り
、
事
賓
上
、
突
厭
が
東
西
に
分
裂
し
た
時
期
に
あ
た
り
、
五
八
七
年
と
は
阿
波
可
汗
が
葉
護
可
汗
(
莫
何
叶
汗
、
慮
羅
侯
)
に
よ

40 

り
生
け
捕
り
に
さ
れ
た
時
期
に
あ
た
る
。
こ
れ
に
封
し
て
庭
羅
可
汗
の
名
が
見
え
る
⑨
は
、
彼
の
可
汗
在
位
期
間
で
あ
る
六

O
四
六
一
一
年

に
作
成
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
さ
ら
に
年
代
を
狭
め
て
六

O
四

六

O
五
年
に
比
定
す
る
説
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
⑨
に
は
慮
羅
可

汗
と
と
も
に
「
卑
失
馳
婆
護
」
が
見
え
て
お
り
、
こ
れ
が
泥
利
可
汗
の
弟
で
あ
る
波
賓
特
勤
に
比
定
で
き
る
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
泥
利
可
汗
の
名

が
見
え
る
⑬
は
、
彼
の
可
汗
在
位
期
間
で
あ
る
五
八
七
六
O
三
・
六
O
四
年
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
こ
に
も
「
卑
失
馳
婆
護
」
が

(
同
)

見
え
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
⑬
は
六

O
一一一ーー六

O
四
年
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
何
れ
の
見
解
も
二
疋
の
説
得
力
を
も
っ
。

こ
の
ほ
か
⑥
・
⑦
文
書
に
見
え
る
南
府
珂
寒
に
つ
い
て
は
、
阿
波
可
汗
の
五
八
三
五
八
七
年
に
西
突
厭
本
土
で
設
け
ら
れ
て
い
た
南
府
小

可
汗
に
比
定
さ
れ
、
さ
ら
に
⑨
文
書
に
見
え
る
北
廟
珂
寒
に
つ
い
て
は
、
庭
羅
可
汗
治
世
下
の
北
廟
小
可
汗
と
す
る
見
方
が
玩
に
提
出
さ
れ
て

(
げ
)

い
る
。
⑦
お
よ
び
⑨
の
文
書
年
代
か
ら
も
、
安
嘗
な
見
解
で
あ
ろ
う
。



遊牧諸集圏の使節竺

使節 j民透主

[qay皿1

1 1阿博珂寒Apaq抑制 |口振珂離振 1583-587 1⑤の5/4;r固文J1， p. 414 

2 1阿博珂寒Apaqayan 銭師の屑[織]宝wcyk主 1583-587 1⑦J園文J1. p. 415 

3 1貧洋珂寒-qayan 1 583 -587 1弘 τ固丈J1. p. 417⑩ τ固丈j1. p. 263 

4 1貧洋珂寒-qayan 金師の莫昨地m'xsnt岨 1583-587 1 @; r国文J1， p. 418 

5 1貧j早珂寒-qayan 孤良貧洋 |日3-5871⑬; r園文J1. p. 263 

6 1南府珂寒-qayan 吻奉貧洋 |日3-5871⑥; r国文J1， p. 414ほか

7 1南府珂寒-qayan 子弟 |日3-5871⑦の4/3(a)ヲ『国文J1ヲp.417ほか

8 1 [ 珂]寒-qayan 呼典枯合振xwt'yn-~ 1583-587 1⑦の511(a)ヲrr国文J1. p. 415 

9 1 [ J珂寒-qayan 地鉢大官lalparlarqan子弟 1583-5871⑦の511(a)ヲ『園文J1. p. 415 

10 1尼利珂蜜く寒>-qayan 1 603 -604 1⑬ヲ『国文J1ヲp.455 
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表 1I麹氏高昌国使節・客人一覧表」

所遣使者 時代 出典

11 1恕蓬珂袋一qayan 烏都倫大官-tarqan

12 1北廟珂袋一qayan 吐別貧早

13 1 [ ]珂寒-qaγ皿 |吐屯[ ]tudun-

604-605 1⑨ヲ『国文J1ヲp.461 

604-605 1⑨ヲ『国文J1ヲp.461 

604-605 1⑨; r国文J1， p. 461 

14 I珂寒-qayan

[qatunJ 

15 1延墜珂頓-qatun

16 I津町頓-qatun

[tegin] 

17 1貧洋提愈 tegin

181提敷tegm烏羅津

19 1提穀tegm珂都度

201提穀tegm婆演

21 I提穀tegm婆演

[yabyuJ 

221即失馳婆護-yabyu8

231即失移浮孤-yabyu

24 I移i字孤yabyu

[~adJ 

25 I依提具推itig?話ad

26 I移桑世is?話ad

27 I符離f世borisad 

萄公主 quncuy・提勲・大官 1637 ⑬; r国文J2， pp. 7678 

587年前後|①の117(a).1110(a);[園文J1.p. 239 

587年前後|①の1/7(a).1/10(a);[園文J1.p. 239 
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ひ

603-604 1⑬ヲ『国文J1ヲp.455 

烏j民延-y'n・伊手Ij[ J 1 604 -605 1⑨ヲ『国文J1ヲp.461 

門頭 1587年前後|②ヲ『国文J1ヲp.243 

那同58お3一5路87引|⑪@u似4む/8-1:0叫4ι4/川/

浮 [] 同58お3一5路87引IC⑦bの511(いωa吋)J園文J1， p.415 

肥還大官 tarqan 1 637 ⑬; r国文J2， p. 78 

281牟受口符離推borisad 1阿利摩珂大官 maxatarq an 1 637 

29 I居俗f世話ad I 637 

⑪; r国文J2， p. 78 

⑪; r国文J2， p. 78 

41 



[tarqan] 

30 桟頭大官 tarqanぎ 炎畔F也y'msntkき

31 桟頭大官-tarqan 牌姿pysk2e
32 桟頭口口大官 tarqan

[tudun] 

33 桟頭吐屯ーtudun

[irkin] 

34 阿都紘~希1韮 irkin 肝宇地βntk，子弟

35 希怪irl口n 陛[

[その他]

36 好延枯臆振摩珂頼 金穆烏~Z:大官 larqan

37 烏{市摩イロJ先 何十

38 珂摩至大官 tarqan

39 走賀大官 tarqan

10 時退大官 tarqan

41 移羊大官 tarqan

42 口口大官一tarqan

43 [ J慶大官一tarqan

44 吐屯大官一tuduntarqan31J [ ] 

45 婆i寅大官一tarqan別油

46 桟頭折元艮

47 桟頭案豆遮摩何先

48 桟頭摩町[ ] 

49 桟頭i字[ ] 

50 婆孤立吐屯boqutudun牛鬼浮

51 婆瓢lboqu孤時[

52 鶏弊主客竺蘇手Ij車問、婦

53 鶏弊主客

54 烏莫胡[

-「中園Jの客人.オアシス園家の使節・客人

客人

1 I漠客，張小憲

42 

583~587 

583~587 

583~587 

583~587 

583~587 

583~587 

637 

583~587 

603~60~ 

ca.621 

ca.621 

ca.621 

ca.621 

604~605 

604~605 

604~605 

583~587 

583~587 

583~587 

583~587 

583~587 

583~587 

583~587 

583~587 

583~587 
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⑤の5/4;r園文j1， p. 414 

⑤の5/4;r国文Jl. p. 414 

⑤の5/2(a)、『園文j1，p.413

⑫の04/1(a)‘『国文J1， p. 264 

⑥， r圃文J1，p.414

⑧; r圃文J1， p. 418 

⑬; r圏文j2， p. 78 

⑤の5/3(a);r園文j1，p.412

⑬の3/6ヲ『園丈J1， p. 155 

④ぅ『圏土Jl町 p.368 

④ぅ『圏土Jl町 p.368 

④ぅ『圃文j1町 p.368 

④; r圃文j1町 p.368 

④; r圃文j1町 p.461 

⑨; r閣文j1， p. 461 

⑨; r圃文j1町 p.461 

⑦の4/4(a);r同文j1‘P目 416

⑤の5/2(a);r同文j1‘P目 413

⑦の4/3(a);r同文j1‘P目 417

⑦の4/3(a);r固文j1‘p. 417 

⑤の5/3(a);r固文j1‘p. 413 

⑤の5/5(a);r固文j1‘p. 414 

⑤の5/3(a);r国文J1， p. 413 

⑦の4/4(a);r国文J1，p.416

⑦の4/3(a);r国文J1， p. 417 

出典

⑪; r圃文J2， p. 77 
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使節汲;宣主 所遣使者・省:人 時代 出典

1 何凶王児 笑 [ 587年前後 ①の1/2(a):r国文J1， p， 238 

2 室呉~(伊吾)吐屯 tudun 白E 583:午前後 ①の1/2(a):r国文J1， p， 238 

吐屯ナ世tudunsad 604-605 ⑨; r国文J1， p. 461 

3 王寺者園 射卑(叩)婦児 637 ⑪; r国文J2. pp. 77-78 

4 客胡 ca.622 ③; r国文J1. p. 377 

表 2 I麹氏高昌図の使節麿接頻度表」

某月下半期(584-587年) 翌月上半期(同左) 翌月下半期(同左)

1 貧i早珂寒 qayan/某 [ 1珂寒 qayan/蜘暴食洋
阿博珂寒Apaqayan/銭師屑織
'kwcyk 

2 南稿珂寒-弟qa(y3a人n/) 
[ 1子

南箱珂寒-qayan/ [ 1子弟 (3人) 阿博珂寒/口振珂離振(2人)

3 食i羊捷葱i-tegin/某 某/[ 1洋子弟(2人) 南箱珂寒-qai叩/[ 1子弟(6人)

4 提敷tegin烏羅津(53人) 提l!iitegin烏羅津(51人) 南相珂寒/蜘奉貧j羊

5 [ 1摩珂[ 1 婆吉弘吐屯boqutudun牛児洋(5人)
[ 1珂寒/地鉢大官tatpart紅一

qan子弟(10人)

6 烏莫胡[ 1 鶏弊零蘇手Ij結↑の婦(6人)
[ 1珂家/呼典xwt'yn枯合振
[ 1 

7 校頭摩珂[ 1 (14人) 桟頭口口大官larqan/某(18人) 外生児の提窓legm珂都度(45人)

8 桟頭[ 桟頭案旦遮摩詞先 貧浮提敷 tegin/某

9 桟頭浮[ 1 鳥海摩{可先/f可干(3人) 移桑弛is?きad/i'f[ 1 (8?人)

10 [ 1思紘(2人)
桟頭大官 tarqan/炎昨陀 y'm
sntk(7人)

11 某(14人) 桟頭大'日r/牌裟pysk(4人)

12 某 桟頭大宵/某

13 某 桟頭大宵/某

14 桟頭折走艮(2人)

15 ]先(6人)

16 ]地(20人)

17 鶏弊零

18 i単苓居之弊[ 1 (2人)

19 某/~J:i1奉貧j早 (2人)

20 某

(i主)/を境にして、左は使節i反遣主を、右は遣わされた使者(使節の代表者)を記す。なお/

が無いものは、文書の鉄損によりその匡別を判断できなかったこと、もしくは雨者が重なって

いた可能性があることを表している。また( )の人数は使節随行人の教を示す。
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こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
「
遊
牧
使
節
表
」
に
見
え
る
使
節
は
、
六
一
一
一
年
(
推
定
)

六
三
七
年
時
貼
の
使
節
も
含
ま
れ
な
が
ら
も
、
多
く

は
五
八
三
|
五
八
七
年
と
六

O
三
|
六

O
五
年
に
祇
遣
さ
れ
た
そ
れ
に
集
中
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
こ
の
期
間
だ
け
に

使
節
が
集
中
す
る
政
治
的
な
要
因
は
と
く
に
見
あ
た
ら
ず
、
こ
の
偏
り
は
首
時
に
作
成
さ
れ
た
丈
書
の
一
部
だ
け
が
今
に
残
る
、
そ
の
偶
設
的

な
事
情
そ
の
も
の
に
起
因
し
て
い
よ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
丈
書
に
も
と
づ
き
麹
氏
高
昌
固
に
お
け
る
西
突
厭
の
使
節
麿
接
の
概
況

を
う
か
が
う
こ
と
は
許
さ
れ
よ
う
。
こ
の
こ
と
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、
こ
の
一
覧
表
を
通
覧
し
て
何
よ
り
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
遊
牧
勢
力

よ
り
遣
わ
さ
れ
た
使
節
と
い
っ
て
も
、
可
汗
が
汲
遣
す
る
使
節
以
外
の
使
い
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
同
表
か
ら
、

麹
氏
高
昌
固
に
使
節
を
祇
遣
し
た
も
の
と
し
て
、
大
可
汗
を
筆
頭
に
、
そ
の
妻
で
あ
る
可
敦
(
公
主
)
や
小
可
汗
、
さ
ら
に
は
提
勤
・
大
官
・

希
瑳
・
移
浮
孤
(
馳
婆
護
)
・
搬
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
提
敷
を
は
じ
め
大
官
・
希
珪
・
移
浮
孤
(
馳
婆
護
)
・
搬
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ト

(

但

)

(

泣

)

ル
コ
語
の

g
m
g
-
E
H
A包
・
庄
内
百
・
苫
写
ロ
・
山
邑
に
比
定
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
高
昌
圃
で
接
待
さ
れ
る
遊
牧
園
家
の
使
節
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は

「
園
書
」
を
護
出
で
き
る
大
可
汗
の
使
節
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
は
賓
に
様
々
な
勢
力
(
以
下
、
遊
牧
諸
集
圏
と
栴
す
)
か
ら
の
使
節
が
あ
っ
た

44 

こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。

ま
た
先
に
遮
べ
た
町
邑
苫
写

E
長
B
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
地
・
領
民
を
支
配
す
る
遊
牧
集
圏
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
が
使
節
を
祇
遣
す
る
の
に
、

逐
一
、
大
可
汗
に
「
国
主
日
」
を
求
め
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
可
汗
の
近
く
に
い
た
と
見
ら
れ
る
宮
宮
口
や

szs、
さ
ら
に
は

g
m
E
の
使
節
に
お
い
て
も
、
後
に
検
討
す
る
よ
う
に
そ
れ
ら
の
使
節
祇
遣
が
常
態
化
し
て
い
た
こ
と
か
ら
見
て
、
大
可
汗
の
「
固
書
」
を
有

し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
す
な
わ
ち
、
大
可
汗
の
「
国
書
」
を
も
た
な
い
使
節
が
、
大
可
汗
の
お
膝
元
か
ら
も
、
自
ら
領
地
・
領
民

を
有
す
る
苫
写
ロ
・
山
邑
・
庄
内
百
な
ど
の
遊
牧
諸
集
圏
か
ら
も
数
多
く
祇
遣
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
前
掲
丈
書
を
見
る
限
り
、
麹
氏
高
昌

固
で
は
そ
れ
ら
を
す
べ
て
固
家
が
受
け
入
れ
る
べ
き
使
節
と
し
て
鷹
接
し
て
い
た
。



( 

ー
) 

遊
牧
諸
集
固
に
よ
る
使
節
祇
遣
の
常
態
化

と
こ
ろ
で
先
に
掲
げ
た
丈
書
の
う
ち
、
阿
波
可
汗
の
名
が
見
え
る
⑤
と
⑦
は
、
呉
玉
貴
氏
が
明
確
に
し
た
よ
う
に
、
連
績
し
た
一
ヶ
月
宇
に

(
お
)

わ
た
る
「
供
糧
食
帳
」
と
な
っ
て
い
る
。

先
の
推
定
に
基
づ
け
ば
、
こ
の
⑤
と
⑦
は
五
八
三

l
五
八
七
年
の
あ
る
時
貼
に
お
け
る
一
ヶ
月
半
の
穀
物
支
出
記
録
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

(
剖
)

さ
ら
に
阿
波
可
汗
は
達
頭
可
汗
が
陪
へ
降
附
す
る
と
(
五
八
四
年
)
、
彼
に
替
わ
っ
て
西
突
厩
の
大
可
汗
位
を
得
、
「
亀
草
・
銭
軌
・
伊
吾
お
よ

(
お
)

び
西
域
の
諸
胡
」
を
こ
と
ご
と
く
支
配
下
に
牧
め
た
と
さ
れ
る
の
で
、
本
文
書
は
五
八
四
年
以
降
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
麹
氏
高
昌
固
で
は
、

(
お
)

の
時
代
に
あ
た
る
。

(六
O
一
)
年
)

第
六
代
王
で
あ
る
麹
乾
固
(
在
位
、
延
昌
元
(
五
六
一
)
年
!
四
十
一

こ
れ
ら
の
文
書
か
ら
、
麹
氏
高
昌
園
が
一
ヶ
月
半
の
聞
に
ど
れ
ほ
ど
の
遊
牧
諸
使
節
を
受
け
入
れ
て
い
た
の
か
、
そ
の
全
容
を
う
か
が
う
こ

45 

と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
使
節
の
滞
在
期
間
は
二
日
か
ら
一
ヶ
月
前
後
に
お
よ
ぶ
ま
で
多
様
で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
使
節
の

数
が
一
ヶ
月
半
に
全
瞳
で
四

O
件
徐
り
に
の
ぼ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
使
節
の
汲
遣
主
瞳
と
遣
わ
さ
れ
た
使
者
(
使
節
の
代
表

者
)
の
名
お
よ
び
使
節
随
行
人
の
規
模
を
分
か
る
限
り
畢
げ
て
み
れ
ば
、
表
2
の
通
り
で
あ
る
。

例
え
ば
、
こ
の
表
か
ら
は
短
期
間
な
が
ら
も
、
可
汗
の
も
と
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
多
様
な
使
節
が
謹
み
と
れ
る
。
「
翌
月
下
半

期
」
に
限
っ
て
み
て
も
、
大
可
汗
で
あ
る
阿
博
珂
寒
の
使
い
と
し
て
、
明
白
な
も
の
だ
け
で
も
「
鍛
師
の
居
織
」
「
口
振
珂
離
振
」

の

グ

ル
ー
プ
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
阿
博
珂
寒
か
小
可
汗
で
あ
る
南
稿
珂
寒
の
ど
ち
ら
か
確
定
は
で
き
な
い
も
の
の
、
可
汗
の
使
節
と
し
て
別

に
「
地
鉢
大
官
子
弟
」
「
呼
典
枯
合
振
[

]
」
の
二
グ
ル
ー
プ
が
見
え
て
い
る
。
さ
ら
に
南
箱
珂
寒
の
使
簡
と
し
て
明
白
な
も
の
と
し
て
も
、

つ
ま
り
大
・
小
可
汗
あ
わ
せ
て
宇
月
の
聞
に
、
都
合
六
グ
ル
ー
プ
が
麹
氏

高
昌
固
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
う
ち
小
可
汗
の
南
箱
珂
寒
が
ど
こ
に
擦
黙
を
置
い
て
い
た
の
か
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
大
可

(
幻
)

汗
で
あ
っ
た
阿
博
珂
寒
は
、
大
ユ
ル
ド
ゥ
ス
河
谷
に
そ
の
牙
庭
を
置
い
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
叶
品
目
・
仲
間
心
包
-m
邑

[ 

]
子
弟
」
と
「
蜘
奉
貧
洋
」
が
同
時
期
に
祇
遣
さ
れ
て
い
る
。
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な
ど
か
ら
の
諸
使
節
も
、
同
時
期
に
数
多
く
汲
遣
さ
れ
て
い
た
。

呉
玉
貴
氏
は
、
前
掲
「
供
糧
食
帳
」
を
踏
ま
え
、
遊
牧
国
家
か
ら
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
へ
汲
遣
さ
れ
た
使
節
が
、
年
聞
を
通
し
て
最
低
で
も
一
一
一
七

(
お
)

二
件
、
随
行
人
あ
わ
せ
て
四
、
八
三
六
人
の
数
に
お
よ
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
算
し
て
い
る
。
こ
の
数
字
は
麹
氏
高
昌
園
の
総
人
口
の
八

分
の
一
強
を
占
め
る
規
模
と
な
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
試
算
は
今
後
の
検
詮
に
ま
っ
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、
少
な
く
と
も
往
来
す
る
使

節
が
相
官
な
数
に
の
ぼ
り
、
麹
氏
高
昌
圃
で
の
そ
の
受
け
入
れ
と
磨
接
が
常
態
化
し
て
い
た
こ
と
は
、
こ
こ
に
示
し
た
一
覧
表
か
ら
で
も
十
分

に
、
っ
か
が
え
よ
、
っ
。

こ
の
よ
う
に
大
可
汗
あ
る
い
は
小
可
汗
ば
か
り
で
な
く
、
(
百
円
ロ
ロ
-R包ロ
-
C
Z
E
ゃ
、
自
ら
の
領
地
・
領
民
を
有
す
る
山
邑
・
苫
写
ロ
・
庄
内
百
ら
が
、

西
突
一
敗
の
身
分
稿
競
な
い
し
官
稽
披
を
帯
ぴ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
常
時
、
麹
氏
高
昌
固
へ
の
使
節
を
自
主
的
に
抵
遣
し
て
い
た
の
で
あ

る

第
二
節

ソ
グ
ド
人
の
ほ
遣
と
交
易

46 

( 

) 

使
節
と
ソ
グ
ド
人

前
掲
表
1
「
遊
牧
使
節
表
」
を
通
覧
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
多
様
な
遊
牧
諸
集
圏
よ
り
祇
遣
さ
れ
て
く
る
使
節
の
代
表
と
し
て
、
ソ
グ
ド

人
が
少
な
か
ら
ず
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
同
表
蜘

2
に
は
阿
博
珂
寒
〉
官
官
五
ロ
の
使
節
と
し
て
銭
師
の
居
織
が
掲
げ
ら
れ

(
約
)

て
い
る
が
、
使
者
の
居
織
と
い
う
名
は
、
ソ
グ
ド
語
で
「
ク
チ
ャ
の
(
人
)
」
を
意
味
す
る
ぽ
当

qr
を
漢
字
音
寓
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り

阿
博
可
汗
の
使
節
と
し
て
、
ソ
グ
ド
人
の
銭
師
が
高
昌
固
で
迎
入
れ
ら
れ
、
供
躍
を
受
け
て
い
た
。
こ
こ
に
言
う
銭
師
に
つ
い
て
は
、
鍛
造
銭

(
判
)

器
の
制
作
に
関
わ
る
工
匠
と
解
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
そ
の
見
解
に
従
っ
て
お
く
。

(
判
)

恥

4
に
は
、
貧
浮
珂
寒
の
使
い
と
し
て
金
師
の
莫
昨
他
の
名
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
莫
昨
胞
も
、
ソ
グ
ド
語
で

さ
ら
に
「
遊
牧
使
節
表
」



(
必
)

「
月
の
一
珊
の
奴
僕
」
を
意
味
す
る

B
ば

E
停
で
あ
り
、
こ
れ
も
貧
洋
可
汗
の
使
者
と
し
て
、
ソ
グ
ド
人
の
金
師
が
高
昌
固
で
接
待
さ
れ
て
い

(
必
)

た
こ
と
に
な
る
。
金
師
も
金
銀
器
の
制
作
に
闘
わ
る
工
匠
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
う
し
た
ソ
グ
ド
人
技
術
者
が
可
汗
の
使
節
と
し
て
抵

遣
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
可
汗
の
使
節
と
し
て
、
同
表
恥
8
に
は
呼
典
枯
合
振
が
見
え
て
い
る
が
、
目
頭
の
呼
典
は
ソ
グ
ド
語
阿
君
べ
苫
の
漢
字
音

(
組
)

寓
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。

他
方
、
こ
う
し
た
可
汗
の
使
節
だ
け
で
な
く
、
「
遊
牧
使
節
表
」
に
は
提
勤
可
包
ロ
の
使
節
と
し
て
衛
畔
他
。
E
r
(同
表
恥
幻
)
、
移
浮
孤

苫
σ苫
の
使
節
と
し
て
烏
庚
延
l

】
¥
ロ
(
同
表
恥
お
)
、
侯
斤
の
使
節
と
し
て
昨
他
音
停
(
同
表
恥
但
)
、
大
官

S
Z
S
の
使
節
と
し
て
炎
昨
他
可
、
日

・

(

河

川

)

・

(

必

)

E
持
(
同
表
恥
初
)
と
牌
裟
害
保
(
同
表
札
川
況
)
の
名
が
そ
れ
ぞ
れ
に
見
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
も
そ
の
名
か
ら
ソ
グ
ド
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら

か
で
、
多
様
な
遊
牧
諸
集
固
か
ら
の
使
節
に
ソ
グ
ド
人
が
深
く
闘
輿
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

賓
は
表
1
「
遊
牧
使
節
表
」
に
は
嘗
然
の
こ
と
な
が
ら
「
孤
艮
貧
拝
」
な
ど
の
テ
ユ
ル
ク
遊
牧
民
風
の
名
が
翠
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
六
l
七
世
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紀
初
に
ソ
グ
ド
人
が
そ
う
し
た
テ
ユ
ル
ク
遊
牧
民
風
の
名
を
既
に
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
は
、
麹
氏
高
昌
園
時
代
の
「
(c.
七
世
紀
初
)
岡
副
九

一
、
三
五
九
頁
o
)

や
「
高
昌
延
昌
二
十

姓
胡
人
曹
莫
門
陀
等
名
籍
」

(
2
4
k
t冨
ω
同一に

〈
録
〉
『
文
書
」
三
、

一
九
|
一
二
O
頁
。
〈
窮
〉
「
国
文
』

七
(
五
七
八
)
年
兵
部
候
列
買
馬
用
銭
頭
数
奏
行
丈
書
」

(
E、E
冨
お

h
b

一
、
三
三
八
頁
ほ

(
将
)

か
C

)

よ
り
う
か
が
え
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
の
文
書
に
は
、
ソ
グ
ド
人
の
名
と
し
て
、
「
曹
頭
六
食
日
干
」
「
曹
伽
那
食
日
干
」
「
康
博
但
」
な
ど
が

(

羽

)

(

印

)

見
え
て
い
る
。
他
の
オ
ア
シ
ス
で
も
ソ
グ
ド
人
が
テ
ユ
ル
ク
遊
牧
民
風
の
名
を
も
つ
こ
と
が
見
え
て
い
る
が
、
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
で
は
六
世
紀
の

〈
録
〉
『
文
書
』
一
二
、
七
三
七
四
頁
o

〈
(
烏
〉
「
国
文
』

段
階
、
遅
く
と
も
七
世
紀
初
め
に
は
こ
の
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
宮
地
が
天
山
山
中
や
北
麓
の
テ
ユ
ル
ク
遊
牧
民
と
早
く
か
ら
密
接

な
闘
係
を
も
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
昔
然
の
現
象
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
遊
牧
集
圏
の
使
節
を
率
い
て
き
た
の
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ソ
グ
ド
人
で
あ
っ
た
可
能
性
す
ら
出
て
く
る
。
な
お
遊
牧
諸
集
圏
よ
り
抵
遣
さ
れ
て
き
た
ソ
グ
ド
人
は
、
麹
氏
高
昌
固
の

207 

「
岡
副
九
姓
胡
人
曹
莫
門
陀
等
名
籍
」
の
そ
れ
と
比
べ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
無
姓
で
あ
る
こ
と
を
特
徴
と
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
オ
ア
シ
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ス
国
家
に
定
住
し
て
活
動
す
る
ソ
グ
ド
人
と
匝
別
す
る
一
つ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

fヘ、

一、、ー-

大
官
と
ソ
グ
ド
人

前
掲
一
覧
表
を
通
覧
し
て
容
易
に
気
づ
く
の
は
、
「
大
官

S
Z
S」
と
い
う
官
稿
競
を
有
す
る
も
の
が
多
い
貼
で
あ
る
。
そ
し
て
注
目
さ
れ

る
の
は
、
そ
の
な
か
に
も
ソ
グ
ド
人
が
含
ま
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
表
1
「
遊
牧
使
節
表
」
恥

H
に
可
汗
の
使
者
と
し

て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
烏
都
倫
大
官

S
Z
E」
は
、
そ
う
し
た
ソ
グ
ド
人
で
あ
っ
た
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
先
の
「
昭
武

九
姓
胡
人
曹
莫
門
陀
等
名
籍
」
に
は
、

ソ
グ
ド
人
の
名
と
し
て
「
(
何
)
都
倫
」

の
名
が
見
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
高
昌
都
城
の

「
市
場
」
で
は
、
重
さ
で
取
り
引
き
さ
れ
る
商
品
を
封
象
と
し
て
「
稽
債
銭
」
と
呼
ば
れ
る
責
買
税
が
責
主
・
胃
ハ
主
隻
方
よ
り
徴
牧
さ
れ
て
い

た
が
、
そ
の
徴
牧
リ
ス
ト
を
内
容
と
す
る
内
載
の
上
奏
丈
書
(
「
南
国
内
戴
奏
得
稽
僚
銭
帳
」
司
、

E冨
臼
品
川
凶
¥
品

(
日
)

一
、
四
五
O
頁
o
)

に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

〈
録
〉
『
文
書
』
二
一
、
一
一
一
一
八
|
一
一
一
一
一

48 

五
頁
o

〈
寓
〉
『
園
文
』

(
前
川

鉄

16 

]
憤
銭
。

17 

]
圃
圃
九
日
、
元
稽
慣
能
。

(
臼
)

]
瞳
同
国
買
銀
八
斤
一
雨
、
与
何
阿
倫
遮
、

(
得
銭
口
文
。
阿
阿
)

人
遺

18 19 

]
崎
瞳
買
金
八
雨
字
、
与
快
勘
大
官
、

二
人
遺
得
能
口

(文。

20 

]
斤
、
輿
安
岐
眺
多
、

二
人
達
得
箆
十
四
丈
。



(
都
合
)

21 

口
口
圃
圃
園
園
臨
時
文
。

f麦

鉄

本
文
書
断
片
の
一
九
行
日
を
見
る
と
、

(
日
)

ソ
グ
ド
人
で
あ
る
何
阿
倫
遮
(
常
国
門
官
房
)
が
、
金
八
雨
中
十
を
「
供
勤
大
官

S
Z
S」
に
責
り
渡
し
、

そ
れ
に
封
し
て
銀
銭
二
丈
が
「
稀
憤
銭
」
と
し
て
二
人
に
課
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
高
昌
都
城
の
「
市
場
」
が
、
麹
氏
高
日
回
固
に
お

(
別
)

い
て
封
外
的
な
交
易
を
仕
切
る
場
で
あ
り
、
そ
こ
で
取
り
引
き
す
る
も
の
の
ほ
と
ん
ど
が
ソ
グ
ド
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
こ
に

「
大
官
」
と
あ
っ
て
も
、
そ
の
人
物
は
テ
ユ
ル
ク
遊
牧
民
と
い
う
よ
り
も
、

ソ
グ
ド
人
で
あ
っ
た
可
能
性
の
方
が
高
い
。

そ
も
そ
も
「
大
官

S
Z
S」
は
、
西
突
一
敗
可
汗
庭
よ
り
玄
提
を
迭
っ
た
「
摩
咽
達
官
」
の
例
で
知
り
得
る
よ
う
に
、
西
突
一
欧
で
は
使
い
に
あ

49 

た
る
も
の
が
、
臨
時
的
に

S
Z
E
に
封
じ
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
西
突
販
の
可
汗
が
玄
実
を
迦
畢
試
固
に
迭
る
際
に
、
「
慈
恩
停
」
巻
二

(
二
'
九
頁
)
に
「
可
汗
乃
ち
軍
中
に
令
し
、
漢
語
及
び
諸
国
の
音
を
解
す
る
者
を
訪
め
し
む
る
に
、
遂
に
年
少
を
得
た
り
。
曾
て
長
安
に
至
る

こ
と
数
年
に
し
て
漢
語
を
通
解
す
れ
ば
、
即
ち
封
じ
て
摩
附
達
官
と
矯
す
」
と
見
え
て
お
り
、
西
突
厭
で
は
使
者
を
祇
遣
す
る
際
に
使
い
に
あ

た
る
も
の
を
臨
時
に
達
官

S
Z
E
に
任
ず
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
前
掲
「
遊
牧
使
節
表
」
の
可
汗
の
使
節
と
し
て
汲
遣
さ
れ
た
「
大
官
」
も
、

こ
う
し
た
臨
時
的
性
格
の
官
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

(
日
)

ま
た
『
慈
恩
惇
」
巻
二
の
こ
の
「
摩
咽
達
官
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
ソ
グ
ド
人
で
あ
っ
た
可
能
性
さ
え
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
想
起

(
日
)

さ
れ
る
の
は
、
突
厩
の
デ
イ
ザ
ブ
ロ
ス
(
シ
ル
ジ
ブ
l
ル
。
伊
利
可
汗
の
弟
に
あ
た
る
か
)
可
汗
が
絹
の
責
り
込
み
の
た
め
に
ベ
ル
シ
ア
に
抵
遣
し

マ
ニ
ア
ク
亡
き
後
に
ロ

l
マ
に
祇
遣
さ
れ
た
使
者
や
そ
れ
に
従
っ
た
マ
ニ
ア
ク
の
息
子
が
、
タ
ル
カ
ン
の

(
訂
)

官
職
を
帯
ぴ
て
抵
遣
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
「
大
官

S
E
S」
そ
の
も
の
は
、
「
遊
牧
使
節
表
」
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
必
ず

た
マ
ニ
ア
ク
と
い
う
ソ
グ
ド
人
や
、

209 

し
も
可
汗
の
周
り
だ
け
に
居
た
わ
け
で
は
な
い
。
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「
大
官
」
に
つ
い
て
は
、
未
だ
明
確
に
は
な
っ
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
先
に
掲
げ
た
高
昌
都
城
の
「
市
場
」
で
金
を
購

入
し
て
い
た
「
供
勤
大
官
」
は
、
西
突
販
の
可
汗
も
し
く
は
遊
牧
諸
集
圏
よ
り
遣
わ
さ
れ
た
使
節
の
ソ
グ
ド
人
で
、
そ
れ
が
「
市
場
」
で
交
易

に
従
事
し
て
い
た
可
能
性
は
高
か
ろ
う
。
使
節
の
一
員
の
な
か
に
は
「
異
朱

B
E」
を
名
乗
る

(
時
)

5
g」
と
は
可
汗
や
有
力
王
族
な
ど
の
従
者
と
み
る
の
が
安
首
で
あ
ろ
う
。
ソ
グ
ド
人
は
、
遊
牧
勢
力
の
可
汗
・
有
力
王
族
・
部
氏
族
長
そ
れ

「
大
官
」
が
い
た
が
(
史
料
⑭
)
、
「
宣
(
朱

ぞ
れ
の
側
近
も
し
く
は
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
仕
え
、
彼
ら
の
使
者
と
し
て
抵
達
さ
れ
て
き
て
い
た
と
推
測
で
き
よ
う
。
ち
な
み
に
別
稿
で
検
討

ソ
グ
ド
人
は
オ
ア
シ
ス
国
家
で
あ
る
麹
氏
高
昌
固
に
お
い
て
も
王
の
側
、
近
も
し
く
は
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
仕
え
、
王
の
使
者
と

(
玲
)

し
て
祇
遣
さ
れ
て
い
た
。

し
た
よ
う
に
、

f¥  

一
¥-〆

使
節
と
交
易
活
動

と
こ
ろ
で
、
先
に
翠
げ
た
よ
う
に
宮
て
告
の
使
節
と
し
て
抵
遣
さ
れ
て
き
た
ソ
グ
ド
人
の
な
か
に
は
、
金
銀
器
や
銭
器
の
工
匠
た
ち
が
含
ま

れ
て
い
た
。
呉
玉
貴
氏
は
、
こ
の
事
賓
か
ら
、
次
の
よ
う
な
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
彼
ら
の
存
在
か
ら
、
テ
ユ
ル
ク
遊
牧
民
は
金

50 

銀
・
銭
製
品
に
つ
い
て
は
自
ら
供
給
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
た
部
分
が
あ
る
と
推
測
し
、
そ
の
た
め
貿
易
も
し
く
は
略
奪
に
よ
っ
て
得

(ω) 

そ
の
相
首
部
分
を
金
銀
器
の
制
作
に
充
て
て
い
た
、
と
す
る
。
「
大
官
」
が
高

ら
れ
た
大
量
の
金
・
銀
な
ど
は
、
「
貨
幣
」
流
通
に
ま
わ
す
他
、

昌
都
城
の
「
市
場
」
で
金
を
購
入
し
て
い
た
先
の
例
も
、
こ
の
見
解
に
基
づ
き
説
明
す
る
こ
と
は
可
能
で
は
あ
る
。
ま
た
大
津
孝
氏
は
、
こ
う

し
た
工
匠
を
西
突
厭
可
汗
の
宮
廷
に
お
け
る
可
汗
直
属
の
工
匠
と
解
す
る
と
同
時
に
、
「
高
昌
固
を
始
め
と
す
る
南
方
や
西
方
の
オ
ア
シ
ス
諸

固
に
出
向
き
、
金
属
の
販
買
や
交
易
に
従
事
し
た
商
人
」
と
み
て
い
る
。
た
だ
し
他
方
で
同
氏
は
、
「
彼
ら
の
交
易
活
動
に
よ
っ
て
、
南
方
や

西
方
の
オ
ア
シ
ス
諸
国
で
本
来
、
献
上
品
や
輸
出
品
と
し
て
作
製
さ
れ
た
豪
華
な
金
銀
製
品
が
各
種
の
絹
織
物
や
錦
織
物
な
ど
と
共
に
北
方
の

(
引
)

遊
牧
固
に
流
入
し
て
い
た
こ
と
」
も
指
摘
し
て
い
る
。

西
突
一
敗
の
可
汗
宮
廷
に
お
け
る
金
銀
器
制
作
の
詳
細
は
明
か
で
は
な
く
、
雨
氏
の
見
解
も
推
測
に
も
と
づ
く
部
分
は
大
き
い
が
、
こ
う
し
た



可
汗
よ
り
の
使
節
の
祇
遣
が
、
白
園
の
産
品
あ
る
い
は
中
継
交
易
品
を
販
責
・
轄
責
し
、
併
せ
て
オ
ア
シ
ス
園
家
か
ら
求
め
る
脊
修
品
を
交
易

な
ど
を
通
じ
て
獲
得
す
る
こ
と
を
重
要
な
目
的
と
し
て
い
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
先
に
掲
げ
た
デ
ィ
ザ
ブ
ロ
ス
可
汗
が
ソ
グ
ド
人
を

使
節
と
し
て
祇
遣
し
た
例
は
、
突
一
敗
西
面
(
西
突
厭
)
可
汗
が
そ
の
首
初
よ
り
、
こ
う
し
た
交
易
を
展
開
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
傍
誼
す

(
似
)

る
も
の
と
な
ろ
う
。

仏
川
日
に
「
延
墜
珂
頓
宮
宮
口
」
、
仏
川
日
に
「
淳
珂
頓
宮
宮
口
」
が
見
え
て
お
り
、
珂
頓
宮
宮
ロ
の
使
節

が
麹
氏
高
昌
固
に
祇
遣
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
珂
頓
古
宮
口
の
名
が
前
掲
の
「
属
国
陸
国
二
十
七
(
五
七
八
)
年
兵
部
保
列
買
馬
用
銭
頭
数
奏

(

門

出

)

行
文
書
」
に
見
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
同
国
の
兵
部
が
馬
を
購
入
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
責
人
と
し
て
翠
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
、
「
阿
都
瓢

(
例
)

珂
頓
音
吉
ロ
」
と
ソ
グ
ド
人
の
「
呼
典
昨
陀
同
三
ぜ

H
E長
」
「
康
梓
但
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
金
を
購
入
し
て
い
た
前
掲
の
「
供
勤
大

他
方
、
表
1
「
遊
牧
使
節
表
」
に
は
、

官
」
と
は
逆
に
、
「
阿
都
弧
珂
頓
古
宮
口
」
の
使
節
が
麹
氏
高
昌
固
に
お
い
て
馬
を
貰
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
「
呼
典
昨
陀

阿
君
ペ
ヨ
ニ
ロ
停
」
の
よ
う
に
、
姓
の
無
い
ソ
グ
ド
人
は
、
既
に
見
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
遊
牧
集
圏
よ
り
祇
遣
さ
れ
て
き
た
ソ

グ
ド
人
の
特
徴
で
も
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
「
呼
典
昨
陀
自
主
d
D
E停
」
も
、
そ
う
し
た
遊
牧
集
圏
よ
り
抵
遣
さ
れ
て
き
た
ソ
グ
ド
人

51 

で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
も
そ
も
同
三
イ
ロ
音
符
(
王
妃
の
僕
)
と
い
う
そ
の
名
も
珂
頓
宮
吉
ロ
と
の
繋
が
り
を
う
か
が
わ
せ
、
珂
頓
宮
宮
口

も
ソ
グ
ド
人
を
使
節
と
し
て
汲
遣
し
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
時
代
的
に
は
降
る
が
、
西
突
厩
の
後
継
者
で
あ
る
突
騎
施
に
お
い
て
も
、

(

侃

)

(

山

山

)

宮
宮
口
で
あ
る
「
公
主
」
が
「
牙
官
」
を
祇
遣
し
、
大
量
の
馬
を
率
い
た
交
易
使
節
圏
を
安
西
(
ク
チ
ヤ
)
に
ま
で
祇
遣
し
て
い
た
。
ま
た
首
該

地
域
の
遊
牧
民
女
性
と
馬
所
有
と
い
う
こ
と
に
関
わ
っ
て
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
は
、
『
新
唐
書
』
巻
一

一
七
斐
炎
等
惇
(
四
二
四
九
頁
)

に
、
北
庭
に
流
さ
れ
て
い
た
斐
伯
先
の
妻
が
「
降
胡
の
女
」
で
あ
り
、
そ
の
妻
が
多
く
の
「
黄
金
・
駿
馬
・
牛
・
羊
」
を
所
有
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、
斐
伯
先
が
そ
の
財
を
以
て
威
勢
を
張
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

西
突
阪
の
古
宮
口
と
馬
の
交
易
と
の
具
瞳
的
な
関
係
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、

官
E
D
の
使
節
も
可
汗
の
そ
れ
と
同
様
に
交
易
活
動
を
展
開

211 

し
て
い
た
こ
と
は
容
易
に
推
測
さ
れ
よ
う
。
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こ
れ
以
外
の
遊
牧
集
圏
の
使
節
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
そ
の
交
易
活
動
の
一
端
を
直
接
う
か
が
わ
せ
る
史
料
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
使
節
に
も
多
く
の
ソ
グ
ド
人
が
見
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
交
易
活
動
を
個
々
に
行
っ
て
い
た
と

見
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
を
要
す
る
に
、
可
汗
を
筆
頭
と
す
る
様
々
な
遊
牧
諸
集
圏
の
代
表
や
随
行
人
に
ソ
グ
ド
人
が
多
く
首
て
ら
れ
て
い
た
の
は
、
そ
の
背
景

と
し
て
そ
れ
ら
の
使
節
汲
遣
の
大
き
な
目
的
の
一
つ
に
交
易
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
遊
牧
園
家
に
お
け
る
多
様
な

遊
牧
集
園
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、
周
遣
に
侍
る
ソ
グ
ド
人
ら
を
代
表
も
し
く
は
随
行
人
に
嘗
て
た
使
節
を
オ
ア
シ
ス
固
家
に
抵
遣
し
、
そ
こ
で

(
計
)

宿
食
の
便
宜
な
ど
を
オ
ア
シ
ス
圃
家
に
強
要
し
確
保
す
る
と
同
時
に
、
他
方
で
オ
ア
シ
ス
に
集
積
さ
れ
る
様
々
な
者
修
品
を
購
入
す
る
機
舎
と

し
、
併
せ
て
自
ら
の
産
品
あ
る
い
は
中
櫨
交
易
品
を
責
り
さ
ば
く
こ
と
も
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
三
簡

圃
家
の
事
業
と
し
て
の
使
節
の
庭
接

52 

先
に
検
討
し
た
よ
う
に
遊
牧
園
家
に
お
け
る
多
様
な
遊
牧
集
圏
が
、
数
多
く
の
ソ
グ
ド
人
を
使
節
と
し
て
祇
遣
し
て
い
た
。
い
わ
ば
こ
う
し

た
使
節
の
祇
遣
と
は
、
交
易
の
た
め
の
キ
ャ
ラ
ヴ
ア
ン
隊
を
組
織
す
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
他
方
、
別
稿
で
検
討
し
た
よ
う
に
オ
ア

シ
ス
国
家
で
あ
る
麹
氏
高
昌
固
に
お
い
て
も
、
圏
内
に
定
住
す
る
ソ
グ
ド
人
が
お
り
、
彼
ら
の
な
か
に
は
園
王
に
仕
え
交
易
活
動
に
従
事
す
る

も
の
も
い
た

[
荒
川
二

O
O七
、
〉
E
E
t弓
田

N
O
S
-
]
。
こ
う
し
た
事
情
は
、
そ
の
ほ
か
の
オ
ア
シ
ス
固
家
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
可
能
性

は
古
同
い
。

そ
も
そ
も
、
前
掲
表
1
の
「
オ
ア
シ
ス
園
家
の
使
節
・
客
人
」
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
遊
牧
国
家
だ
け
で
な
く
オ
ア
シ
ス
国
家
も
使

節
を
抵
遣
し
て
い
た
。
一
三
一
口
う
ま
で
も
な
く
、
こ
う
し
た
オ
ア
シ
ス
園
家
の
使
節
、
す
な
わ
ち
オ
ア
シ
ス
園
王
に
よ
り
抵
遣
さ
れ
る
そ
れ
も
、
遠

距
離
を
放
す
る
得
難
い
機
舎
と
な
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
敦
憧
の
蹄
義
軍
政
権
(
敦
埋
王
国
)
の
例
な
ど
よ
り
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
そ
れ

(

山

山

)

は
同
時
に
重
要
な
遠
隔
地
交
易
の
機
舎
を
作
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
オ
ア
シ
ス
固
家
の
使
節
も
交
易
を
そ
の
重
要
な
目
的
と
し
た
こ
と
は



(ω) 

疑
い
な
く
、
使
節
は
交
易
の
た
め
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
と
さ
ほ
ど
の
大
き
な
差
異
は
な
い
。

も
ち
ろ
ん
同
じ
く
中
央
ア
ジ
ア
の
オ
ア
シ
ス
固
家
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
も
、

ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
諸
国
の
よ
う
に
、
個
々
の
商
人
が
遠
隔
地
交
易

を
積
極
的
に
展
開
し
た
国
家
も
あ
る
が
、
こ
う
し
た
交
易
を
行
う
の
に
は
、
こ
れ
を
運
用
で
き
る
だ
け
の
経
験
や
そ
れ
に
裏
附
け
ら
れ
た
技
能

ま
た
は
自
前
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
を
必
要
と
し
、

オ
ア
シ
ス
諸
圏
全
館
か
ら
見
れ
ば
、
き
わ
め
て
限
ら
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
パ
ミ

l
ル
以
東
に
あ
る
オ
ア
シ
ス
圃
家
の
商
業
は
、
針
外
交
易
に
つ
い
て
は
、
外
来
お
よ
び
現
地
に
移
住
緊
落
を
構
え
た
こ
の
ソ
グ

(
刊
)

ド
人
が
中
心
的
な
役
割
を
捨
っ
て
い
た
。

オ
ア
シ
ス
園
家
が
隣
接
す
る
オ
ア
シ
ス
固
家
を
越
え
て
遠
く
使
節
を
汲
遣
す
る
に
嘗
た
り
、
君
主
の
周
り
に
侍
る
ソ
グ
ド
人
が
介
在
し
て
く

る
の
は
首
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ソ
グ
ド
人
が
遊
牧
諸
集
圏
ば
か
り
で
な
く
、
オ
ア
シ
ス
地
帯
の
政
治
権
力
と
も
提
携
し
て
交
易
を
大
き
く
推

進
し
て
い
た
こ
と
を
銘
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
言
、
つ
ま
で
も
な
く
、
こ
う
し
た
遊
牧
・
オ
ア
シ
ス
聾
方
の
政
治
権
力
と
繋
が
っ
た
ソ
グ
ド
人
だ
け
が
交
易
を
し
て
い
た
わ
け
で
な
く
、

53 

多
く
の
ソ
グ
ド
商
人
が
個
々
様
々
な
か
た
ち
で
交
易
を
展
開
し
て
い
た
。
と
り
わ
け
彼
ら
の
な
か
に
は
、
前
掲
「
高
昌
内
戴
奏
得
稀
債
銭
帳
」

よ
り
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
で
交
易
を
終
え
て
も
短
期
間
の
う
ち
に
再
び
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
に
舞
い
戻
っ
て
く
る
ソ
グ
ド
人
が
認

(
九
)

め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
彼
ら
が
、
遠
隔
地
に
向
か
う
交
易
ば
か
り
で
な
く
、
近
距
離
聞
を
往
還
す
る
だ
け
の
局
地
的
な
交
易
圏
を
形
成
し
て

(η) 

い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
個
々
に
展
開
さ
れ
る
局
地
的
な
交
易
活
動
が
他
方
に
お
い
て
形
成
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
固
家
・
集
園
レ
ベ

ル
で
組
織
さ
れ
る
大
キ
ヤ
ラ
ヴ
ア
ン
隊
の
汲
遣
が
、
そ
う
し
た
個
々
の
交
易
活
動
に
と
っ
て
も
沙
漠
を
わ
た
る
う
え
で
不
可
避
的
な
略
奪
等
の

リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
貴
重
な
移
動
の
機
舎
を
提
供
し
て
い
た
こ
と
も
疑
い
な
い
。
た
と
え
ば

「
慈
恩
惇
』
巻
二
(
二
五
頁
)
に
は
、
玄
突
が
麹

氏
高
昌
園
王
の
手
厚
い
保
護
を
、
つ
け
て
、
大
キ
ャ
ラ
ヴ
ァ
ン
隊
を
組
ん
で
西
突
阪
の
可
汗
庭
に
向
か
う
際
に
、

カ
ラ
シ
ャ

l
ル
到
着
直
前
に
起

213 

き
た
事
件
を
次
の
よ
う
に
惇
え
て
い
る
。
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時
に
同
侶
の
商
胡
数
十
、
人
質
り
て
先
に
貿
易
せ
ん
と
し
、
夜
中
に
私
か
に
護
し
た
る
に
、
前
去
し
た
る
こ
と
十
絵
里
に
し
て
、
賊
に
遇
い

て
劫
殺
せ
ら
れ
、

一
も
脱
し
た
る
者
無
し
。

本
記
事
に
あ
る
「
同
侶
の
商
胡
」
と
は
、
玄
実
の
た
め
に
麹
氏
高
昌
国
王
が
組
織
し
た
大
キ
ャ
ラ
ヴ
ア
ン
隊
と
行
動
を
と
も
に
し
て
い
た
ソ

(
吟
)

グ
ド
商
人
で
あ
り
、
そ
の
数
も
数
十
人
車
位
に
上
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
目
先
の
わ
ず
か
な
利
盆
を
追
究
す
る
た
め
に
、
キ
ヤ

ラ
ヴ
ア
ン
隊
を
離
れ
て
、

い
ち
早
く
カ
ラ
シ
ャ

l
ル
に
到
着
し
よ
う
と
す
る
彼
ら
の
行
動
か
ら
し
て
、
彼
ら
自
身
は
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
と
カ
ラ
シ

ヤ
ー
ル
を
往
還
す
る
近
距
離
交
易
を
主
盟
と
す
る
商
人
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
く
、
こ
の
事
件
は
そ
う
し
た
彼
ら
に
と
っ
て
も
大
キ
ャ
ラ
ヴ
ア

ン
隊
と
同
行
す
る
こ
と
が
、
如
何
に
略
奪
等
の
リ
ス
ク
を
減
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
如
賓
に
惇
え
て
い
る
。

ま
た
『
周
書
」
巻
五

O
異
域
停
下
(
九
二
二
頁
)
に
は
、
吐
谷
海
王
(
可
汗
)
が
北
斉
に
向
け
祇
遣
し
た
使
節
(
キ
ヤ
ラ
ヴ
ア
ン
隊
)
に
ソ
グ
ド

(
九
)

商
人
が
二
四

O
人
も
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
惇
え
ら
れ
て
い
る
。
本
論
で
検
討
し
た
西
突
一
駄
の
使
節
も
、
同
じ
よ
う
な
時
期
に
お
け
る
遊
牧
園

54 

家
の
使
節
と
し
て
、
使
節
本
睦
と
は
本
来
闘
係
が
な
い
多
く
の
ソ
グ
ド
商
人
を
寄
せ
集
め
な
が
ら
祇
遣
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
見
て
大
過

な
か
ろ
う
。

中
央
ア
ジ
ア
に
お
い
て
遠
距
離
を
わ
た
る
交
易
は
、
遊
牧
・
オ
ア
シ
ス
壁
方
の
圃
家
・
集
圏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
組
織
し
て
祇
遣
す
る
キ
ヤ
ラ

ヴ
ア
ン
隊
が
、
個
々
の
様
々
な
ソ
グ
ド
商
人
を
誘
致
・
吸
牧
し
な
が
ら
展
開
さ
れ
て
い
た
と
見
て
良
か
ろ
う
。
し
か
も
そ
う
し
た
キ
ャ
ラ
ヴ
ア

ン
隊
の
祇
遣
が
き
わ
め
て
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
可
汗
を
筆
頭
に
し
た
遊
牧
諸
集
園
の
そ
れ
を
例
と
し
て
、
こ
こ
に
検
討
し
た
通
り

で
あ
る
。

ソ
グ
ド
商
人
に
と
っ
て
は
、
遠
距
離
か
近
匝
離
か
を
問
わ
ず
、
遊
牧
諸
集
圏
お
よ
び
オ
ア
シ
ス
圃
家
か
ら
遣
わ
さ
れ
る
数
多
く
の
使

節
(
キ
ヤ
ラ
ヴ
ア
ン
隊
)
が
、
安
全
に
沙
積
・
草
原
を
わ
た
る
機
舎
を
提
供
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
遊
牧
・
オ
ア
シ
ス
聾
方
の
使
節
の
移
動
に
附
随
し
て
、
多
く
の
ソ
グ
ド
商
人
が
移
動
し
て
い
た
こ
と
が
、

オ
ア
シ
ス
を
物
品
集

散
の
交
易
按
鈷
と
し
な
が
ら
、
中
央
ア
ジ
ア
の
交
易
活
動
を
麿
域
に
わ
た
っ
て
活
性
化
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
た
。
そ
し
て
オ
ア
シ
ス
園
家
に
と



つ
て
は
、
こ
う
し
た
使
節
が
滞
り
な
く
来
訪
し
て
く
れ
る
こ
と
が
、

ソ
グ
ド
商
人
を
誘
導
し
て
く
れ
る
と
い
う
意
味
で
、
そ
の
国
家
の
繁
栄
を

左
右
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

そ
も
そ
も
ソ
グ
ド
商
人
を
如
何
に
多
く
呼
び
込
む
か
が
、
国
家
の
存
亡
に
も
関
わ
る
重
要
事
と
オ
ア
シ
ス
国
家
自
身
が
考
え
て
い
た
こ
と
は
、

麹
氏
高
昌
固
と
隣
園
の
カ
ラ
シ
ャ

1
ル
固
と
の
確
執
を
見
れ
ば
明
瞭
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
貞
観
六
(
六
一
三
一
)
年
に
、

カ
ラ
シ
ャ

1
ル
園
が

陪
末
の
乱
以
来
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
「
大
積
路
」
(
敦
僅
よ
り
ロ
プ
ノ
l
ル
の
西
北
角
を
経
由
し
て
カ
ラ
シ
ャ
l
ル
に
お
よ
ぶ
ル
l
ト
)
を
再
開
し
よ
う
と

書
一
策
し
よ
う
と
し
た
の
に
封
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ト
ウ
ル
フ
ァ
ン
経
由
の
交
通
ル

l
ト
が
衰
退
し
、
商
族
の
利
を
喪
失
す
る
と
危
倶
し
た
麹

(
同
)

カ
ラ
シ
ャ

l
ル
園
を
武
力
攻
撃
し
て
い
る
。

氏
高
昌
園
が
、

オ
ア
シ
ス
国
家
と
す
れ
ば
、
前
掲
表
ー
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
外
来
使
節
の
な
か
で
も
、
様
々
な
集
圏
を
包
含
す
る
遊
牧
国
家
か
ら

抵
遣
さ
れ
る
使
節
が
大
き
な
部
分
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
受
け
入
れ
は
多
大
な
負
捨
を
と
も
な
う
も
の
で
あ
っ
た
。
本
論
で
は
検
討
す
る
徐
裕

55 

は
な
か
っ
た
が
、
遊
牧
諸
集
圏
の
使
節
は
宿
食
の
便
宜
だ
け
で
な
く
、
手
土
産
と
し
て
オ
ア
シ
ス
の
特
産
品
や
者
修
品
を
確
保
し
て
い
た
こ
と

(
同
)

も
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
丈
書
よ
り
う
か
が
え
、
そ
れ
ら
使
節
が
オ
ア
シ
ス
国
家
に
集
積
さ
れ
る
富
を
収
奪
し
て
い
た
側
面
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で

あ
る
。
た
だ
し
他
方
で
彼
ら
の
使
節
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
恋
意
的
な
略
奪
を
防
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
加
え
て
、

先
に
見
た
よ
う
に
、
オ
ア
シ
ス
園
家
が
キ
ヤ
ラ
ヴ
ア
ン
隊
の
来
訪
を
誘
致
す
る
立
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
見
れ
ば
、
そ
の
受
け
入
れ
を
促
進
す
べ

き
も
の
で
さ
え
あ
っ
た
。
オ
ア
シ
ス
固
家
に
と
っ
て
、
可
汗
と
の
政
治
的
統
属
闘
係
の
も
と
に
様
々
な
集
圏
を
包
含
す
る
遊
牧
園
家
か
ら
の
使

節
を
磨
接
す
る
こ
と
は
、
園
家
と
し
て
の
義
務
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
そ
れ
は
多
く
の
ソ
グ
ド
商
人
と
商
族
の
利
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
キ
ヤ

ラ
ヴ
ア
ン
隊
を
固
家
と
し
て
接
待
す
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

結

ぴ

215 

は
じ
め
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
軍
事
的
優
位
に
立
つ
遊
牧
民
と
、
富
を
集
積
す
る
オ
ア
シ
ス
民
と
の
共
生
関
係
は
、
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
枇
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舎
を
基
本
的
に
特
徴
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
雨
者
の
闘
係
は
、
な
お
十
分
に
明
確
に
な
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
と
く
に
雨
者
の

共
生
関
係
を
捉
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
身
近
に
接
絹
し
合
う
基
層
レ
ベ
ル
で
の
関
係
と
国
家
レ
ベ
ル
で
の
関
係
を
峻
別
す
る
と
と
も
に
、
雨
者

の
関
係
の
多
様
性
に
も
十
分
に
配
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
う
ち
本
論
で
は
主
に
園
家
レ
ベ
ル
で
の
雨
者
の
共
生
関
係
に
焦
鈷
を
合
わ
せ
て

検
討
し
た
。

こ
の
貼
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、

オ
ア
シ
ス
園
家
は
遊
牧
園
家
の
牧
奪
の
封
象
と
な
る
と
同
時
に
、
遊
牧

園
家
は
オ
ア
シ
ス
固
家
に
軍
事
的
な
庇
護
を
輿
え
て
お
り
、

そ
こ
に
相
利
的
な
共
生
関
係
が
生
じ
て
い
た
の
は
事
賓
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
れ
は
雨
者
が
構
築
し
て
い
た
共
生
聞
係
の
一
側
面
で
し
か
な
い
。

西
突
一
欧
と
麹
氏
高
日
回
園
を
例
と
し
て
見
て
み
る
と
、
遊
牧
園
家
と
オ
ア
シ
ス
園
家
の
共
生
闘
係
と
し
て
こ
れ
ま
で
我
々
が
大
き
く
見
落
と
し

て
き
た
も
の
は
、
遊
牧
国
家
が
内
包
す
る
多
様
な
遊
牧
集
圏
に
よ
る
使
節
の
組
織
・
祇
遣
と
、
オ
ア
シ
ス
圃
家
に
よ
る
そ
の
受
け
入
れ
の
互
恵

ら
を
代
表
も
し
く
は
随
行
人
に
首
て
た
使
節
を
頻
繁
に
オ
ア
シ
ス
固
家
に
祇
遣
し
、
宿
食
の
便
宜
な
ど
を
強
要
し
確
保
し
つ
つ
、

オ
ア
シ
ス
に

56 

的
な
闘
係
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
遊
牧
国
家
に
お
け
る
多
様
な
遊
牧
集
圏
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、
周
遣
に
侍
る
ソ
グ
ド
人

集
積
さ
れ
る
様
々
な
者
修
品
を
購
入
す
る
機
舎
と
し
、
併
せ
て
自
ら
の
産
品
あ
る
い
は
中
継
交
易
品
を
責
り
さ
ば
く
こ
と
も
し
て
い
た
と
見
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
こ
う
し
た
使
節
の
祇
遣
と
は
、
交
易
の
た
め
の
キ
ャ
ラ
ヴ
ア
ン
隊
を
組
織
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
他
方
、
オ
ア
シ
ス

園
家
に
し
て
み
て
も
、
遊
牧
諸
集
圏
に
よ
る
使
節
の
抵
遣
と
そ
の
受
け
入
れ
は
、
遊
牧
園
家
の
牧
奪
の
側
面
ば
か
り
で
は
な
い
。
遊
牧
諸
集
圏

の
恋
意
的
な
略
奪
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
様
々
な
立
場
の
ソ
グ
ド
商
人
を
護
衛
・
誘
導
し
、
交
易
活
動
の
活
性
化
に
と
も
な
う
繁
栄
を
も
た
ら
し

て
く
れ
る
側
面
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
玩
に
鰯
れ
た
よ
う
に
、
遊
牧
勢
力
だ
け
で
な
く
オ
ア
シ
ス
国
家
自
身
も
、
使
節
を
抵
遣
し
て
い
た
。
な
か
で
も
麹
氏
高
昌
園
の
よ
う

な
オ
ア
シ
ス
国
家
で
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
王
の
周
遣
に
ソ
グ
ド
人
集
圏
が
侍
っ
て
お
り
、
そ
の
王
が
祇
遣
す
る
使
節
も
、
前
掲
の
玄
突
の

例
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
安
全
な
遠
距
離
移
動
の
機
舎
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
、
使
節
と
は
闘
係
の
な
い
多
く
の
個
々
の
ソ
グ
ド
商
人



を
引
き
附
け
て
い
た
。

つ
ま
り
中
央
ア
ジ
ア
に
お
い
て
遠
距
離
を
わ
た
る
交
易
は
、
遊
牧
・
オ
ア
シ
ス
襲
方
の
国
家
・
集
圏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に

組
織
し
て
抵
遣
す
る
使
節
(
キ
ヤ
ラ
ヴ
ア
ン
隊
)
が
、
個
々
の
様
々
な
ソ
グ
ド
商
人
を
誘
致
・
吸
収
し
な
が
ら
展
開
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
故
に
オ
ア
シ
ス
圃
家
に
と
っ
て
、
遊
牧
諸
集
圏
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
使
節
を
庭
接
す
る
こ
と
は
、
多
く
の
ソ
グ
ド
商
人
を
寄
せ
集
め
商

族
の
利
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
キ
ャ
ラ
ヴ
ア
ン
隊
を
接
待
す
る
こ
と
で
も
あ
り
、
そ
れ
は
園
家
の
盛
衰
に
か
か
わ
る
も
の
と
し
て
、
重
要
な
園

家
的
事
業
と
な
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
本
論
で
検
討
し
た
麹
氏
高
昌
園
だ
け
で
な
く
、
こ
う
し
た
使
節
の
麿
接
が
五
世
紀
の
柔
然
支
配

下
に
お
け
る
闘
氏
高
昌
園
で
既
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
近
年
新
た
に
護
見
さ
れ
た
ト
ウ
ル
フ
ァ
ン
丈
書

[24旬
冨

=ωP印
〈
]
か
ら
も

(η) 

う
か
が
え
る
。

強
大
な
遊
牧
園
家
の
成
立
が
中
央
ア
ジ
ア
に
も
た
ら
し
た
も
の
、
そ
れ
は
遊
牧
国
家
の
可
汗
と
オ
ア
シ
ス
園
家
の
「
王
」
と
の
政
治
的
統
属

関
係
に
も
と
づ
く
共
生
関
係
の
構
築
で
あ
り
、
そ
の
も
と
で
草
原
・
沙
漠
地
帯
に
わ
た
る
麿
域
的
な
秩
序
が
形
成
さ
れ
る
と
と
も
に
、
園
家
や

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

57 

集
圏
に
よ
る
多
様
な
使
節
(
キ
ャ
ラ
ヴ
ア
ン
隊
)
の
祇
遣
が
な
か
ば
常
態
化
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
が
中
央
ア
ジ
ア
の
交
易
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
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「
ソ
グ
ド
人
の
移
住
緊
落
と
東
方
交
易
活
動
」
『
商
人
と
市
場
』
(
岩
波
講
座
旺
界
歴
史
一
五
)
、
岩
波
書
庖
、
八
一
一

O
三百九

0

『
オ
ア
シ
ス
園
家
と
キ
ヤ
ラ
ヴ
ア
ン
交
易
」
山
川
出
版
枇
。

「
麹
氏
高
昌
園
の
王
権
と
ソ
グ
ド
人
」
『
一
帽
井
重
雅
先
生
古
稀
・
退
職
記
念
論
集

古
代
東
ア
ジ
ア
の
枇
舎
と
文
化
』
汲
古
書
院
、
三
三
七



伊
瀬
仙
太
郎

一
九
五
五
『
中
圏
西
域
経
管
史
研
究
』
巌
南
堂
書
庖
。

栄
新
江
(
青
木
茂
・
閥
尾
史
郎
謬
注
)

一
九
九

O

「
吐
魯
番
の
歴
史
と
文
化

(
E
)
」
『
合
報
」
四
七
、

榎
一
雄

一
九
七
四
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池
田
温

一
九
六
五

一
九
八

O

大
一津
九孝
九
九

坂
尻
彰
宏

二
O
O
八

員
田
安

一
九
七
七

一
九
八
六

嶋
崎
昌

一
九
七
七

白
石
典
之

ーーコ一ムハ一一百ハ
0

7
八
世
紀
中
葉
に
お
け
る
敦
慢
の
ソ
グ
ド
人
緊
落
」
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
文
化
研
究
』
一
、
四
九
九
二
頁
。

「
敦
慢
の
流
通
経
済
」
『
講
座
敦
健
三
敦
憧
の
剥
合
』
大
東
出
版
枇
、
二
九
七
三
四
三
頁
(
再
録
一
一
同
氏
『
敦
短
文
書
の
世
界
』
名
著

刊
行
舎
、
二

0
0
三
、
一
一
九
会
八
一
頁
)

0

(
中
文
初
版
一
胡
戟
ほ
か
「
吐
魯
番
」
三
秦
出
版
一
吐
、

ム
九
八
七
)

0

「
明
末
の
粛
州
」
「
宇
野
哲
人
先
生
白
書
覗
賀
記
念
東
洋
皐
論
叢
』
東
方
向
学
舎
(
再
録
一
同
氏
『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
歴
史
か
ら
』
研
文

出
版
、
一
九
七
九
、
一
五
一
一
七

O
頁
。
『
榎
一
雄
著
作
集
三
中
央
ア
ジ
ア
史
田
』
汲
士
門
書
院
、
一
九
九
一
二
、
一
天
九
一
七
九
百
九
)

0

58 

「
新
彊
イ
リ
河
流
域
の
ソ
グ
ド
語
銘
文
石
人
に
つ
い
て
|
|
突
厭
初
世
の
王
統
に
関
す
る
一
資
料
|
|
」
『
凶
立
民
族
準
博
物
館
研
究
紀
要

報
告
別
府
』
二

O
、
三
二
七
三
七
八
頁
。

「
踊
っ
て
き
た
男
|
|
草
原
と
オ
ア
シ
ス
の
あ
い
だ
|
|
」
『
旺
界
史
を
書
き
直
す

|
|
』
和
泉
書
院
、
三
七
七
五
頁
。

円
本
史
を
書
き
直
す
|
|
阪
大
史
的
学
の
挑
戦

「
オ
ア
シ
ス
・
パ
ー
ザ
ー
ル
の
静
態
研
究
|
|
一
九
世
紀
後
竿
カ
シ
ユ
ガ
リ
ア
の
場
合
|
|
」
『
大
挙
院
研
究
年
報
』
(
中
央
大
挙
)
六
、

二
O
七
|
二
二

O
頁。

「
都
市
・
農
村
・
遊
牧
」
「
講
座
イ
ス
ラ
ム
三
イ
ス
ラ
ム
・
枇
舎
の
シ
ス
テ
ム
』
筑
摩
書
房
、

一
O
八
一
四
八
頁
。

『
陪
唐
時
代
の
東
ト
ゥ
ル
キ
ス
タ
ン
研
究
|
|
高
昌
園
史
研
究
を
中
心
と
し
て
|
|
』
東
京
大
皐
出
版
舎
。



一
九
七

O

間
野
英
二

一
九
七
七

一
九
九
二

護
雅
夫

一
九
六
七
A

「
突
一
敗
の
園
家
と
枇
舎
」
「
古
代
ト
ル
コ
民
族
史
研
究
』

堀~~内閥杉
二川一回 一 藤 一 一 尾 一 一 山 二
O 徹九明九み九九史九九正 O
O 六 八ど九九郎九九明 O
四九八り八三三二二

松
一回
九書
五男
五

一
九
六
六
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『
モ
ン
ゴ
ル
帝
園
史
の
考
古
島
ナ
的
研
究
』
同
成
枇
。

『
大
モ
ン
ゴ
ル
の
世
界
|
|
陸
と
海
の
巨
大
帝
図
|
|
」
(
角
川
選
書
二
二
七
)
、
角
川
書
庖
。

「
世
界
史
と
遊
牧
民
」
板
垣
雄
三
(
編
)
『
地
域
か
ら
の
世
界
史
一
一
一
世
界
史
の
構
想
』
朝
日
新
聞
枇
、

七
七

九
七
頁

「
「
義
和
政
饗
」
新
種
|
|
陪
・
唐
交
替
期
の
高
昌
園
・
遊
牧
勢
力
・
中
園
王
朝
|
|
」
『
集
刊
束
洋
州
子
』
七

O
、
四
一
五
七
頁
。

『
西
域
文
書
か
ら
み
た
中
園
史
』
(
世
界
史
リ
ブ
レ
ッ
ト
一

O
)
、
山
川
出
版
枇
。

『
西
突
厭
史
の
研
究
』
早
稲
同
大
皐
出
版
部
。

『
西
域
』
(
世
界
の
歴
史
一

O
)
、
河
出
書
房
新
壮
(
再
刊
二
九
八
九
)

0

「
オ
ア
シ
ス
農
耕
一
吐
舎
」
関
野
英
二
・
堀
川
徹
(
編
著
)
『
中
央
ア
ジ
ア
の
照
史
・
枇
舎
・
文
化
』
放
迭
大
早
教
育
振
興
舎
、

四
八
頁
。

59 

一二ヱハーー

『
中
央
ア
ジ
ア
史
』
(
ア
テ
ネ
文
庫
二
三
八
)
、
弘
文
堂
(
再
録
一

二
頁
)
。

『
砂
漠
の
文
化
|
|
中
央
ア
ジ
ア
と
東
西
交
渉
|
|
』
(
中
公
新
書
二
二
)
、
束
京
、
中
火
公
論
祉
、
(
再
録
一

東
京
、
六
興
出
版
、
一
九
八
六
。
再
刊
一
同
時
代
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
一
八
一
、
東
京
、
岩
波
書
庖
、
一
九
九
四
万

『
古
代
天
山
の
際
史
地
理
準
的
研
究
増
補
版
』
早
稲
田
大
卒
山
版
部
。 『

松
岡
書
男
著
作
集
』

一
九
八
六
、
六
興
出
版

ノ、

七

『
松
田
喜
男
著
作
集
』

「
中
央
ア
ジ
ア
の
歴
史
|
|
草
原
と
オ
ア
シ
ス
の
世
界
|
|
」
(
講
談
枇
現
代
新
書
四
五
八
新
書
東
洋
史
八
)
、
束
京
、
講
談
耐
。

「
内
陸
ア
ジ
ア
史
線
論
」
間
野
英
二
(
他
著
)
『
地
域
か
ら
の
世
界
史
六
内
陸
ア
ジ
ア
』
東
京
、
朝
日
新
聞
壮
、
三
一
九
百
九

0

山
}J[ 
出
版
枇

一11
コ
三
頁
。



一
九
六
七
B

「
突
厭
第
一
帝
園
に
お
け
る
包
言
ロ
競
の
研
究
」
『
占
代
ト
ル
コ
民
族
史
研
究
』
一
、
山
川
出
版
枇
、
二
二
七
二
九
八
頁
。

一
九
六
七
C

「
銭
勅
諮
部
に
お
け
る
岳
山

E
円
耳
目
抜
の
研
究
」
『
古
代
ト
ル
コ
民
族
史
研
究
」
一
、
山
川
出
版
祉
、
三
九
八
四
三
八
頁
。

一
九
七
六
「
ソ
グ
ド
商
人
の
足
跡
を
迫
っ
て
」
『
士
円
代
遊
牧
帝
園
』
(
中
公
新
書
四
三
七
)
、
中
央
公
論
祉
、
一
六
二
二

O
七
頁
。

森
安
孝
夫

一
九
九
一
『
ウ
イ
グ
ル
H

マ
ニ
数
史
の
研
究
』
大
阪
大
皐
文
向
学
部
(
『
大
阪
大
皐
文
向
学
部
紀
要
」
一
一
一
一
・
一
一
一
一
一
)
0

二
O
O七
A

『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
唐
帝
園
」
(
「
興
亡
の
世
界
史
』
五
)
、
講
談
枇
。

二
O
O七
B

「
唐
代
に
お
け
る
胡
と
悌
教
的
世
界
地
理
」
「
東
洋
史
研
究
」
六
六
二
一
、
一
三
三
頁
(
横
組
)

0

吉
田
豊

一
九
八
九
「
ソ
グ
ド
語
の
人
名
を
再
構
す
る
」
『
三
省
堂
ぶ
つ
く
れ
っ
と
』
七
八
、
六
六
七
一
頁
。

一
九
九

O

「
ソ
グ
ド
語
雑
録

(
E
)
」
『
内
陸
ア
ジ
ア
一
一
言
語
の
研
究
」
五
、
九
一
ー
ー
一

O
七
頁
。

一
九
九
八
「
ω
E
G
I
-
S
E
S」
『
西
南
ア
ジ
ア
研
究
』
四
八
、
三
三
五
一
頁
。

二
O
O
O
A
E
H
P
2
5
E
R
g
oロ
巴
出

ω
5
c
g同
E
『
買
C
F
-
巾
自
『
ア
ジ
ア
言
語
論
叢
』
一
一
一
(
神
戸
市
外
園
語
大
向
学
外
岡
皐
研
究
四
五
)
、

自ハ。

二
O
O
O
B
「
オ
ア
シ
ス
の
道
|
|
玄
実
は
何
語
で
放
を
し
た
か
|
|
」
三
塁
巴
二

0
0
0

六
、
三
九
四
三
頁
。

美
伯
勤

一
九
九
O
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「
高
昌
麹
刺
輿
東
西
突
欧
|
|
吐
魯
番
所
山
山
客
館
文
書
研
究
|
|
」
北
京
大
撃
中
岡
中
古
史
研
究
中
心
(
編
)
『
敦
憧
吐
魯
番
文
献
研
究
論

集
」
五
、
北
京
大
皐
出
版
壮
、
三
三
五
一
頁
。

『
敦
健
吐
魯
番
文
書
奥
村
材
網
之
路
』
文
物
問
版
壮
。

「
従
吐
魯
香
文
書
看
蒋
延
陀
前
期
歴
史
」
『
西
域
研
究
』
一
九
九
二
一
、

「
従
惇
供
吠
和
客
館
文
書
看
高
日
円
王
国
輿
突
欧
的
関
係
」
『
西
域
研
究
』

九 一
九 O
五四
I I 

八四
七頁

九
ノ、

頁

「
闘
氏
高
昌
王
園
輿
柔
然
・
西
域
的
関
係
」
『
歴
史
研
究
』
二

O
O七
|
二
、
四
ー
一
四
頁
。

「
麹
氏
高
昌
園
奥
北
方
遊
牧
民
族
的
関
係
」
『
西
北
民
族
研
究
』

一
九
九
一
一
一
、

一
八
九
一
九
七
頁
。
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++-(
1
)

森
安
孝
夫
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
中
央
ア
ジ
ア
と
い
う
語
に
は

由
同
狭
雨
義
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
中
間
的
な
用
法
さ
え
あ
り
、
「
こ
れ

を
巌
需
に
定
義
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
だ
け
で
な
く
不
都
合
さ
え
生

ず
る
」
o

森
安
二

0
0七
A
、
五
八
五
九
頁
。
森
安
氏
に
従
い
、

中
央
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
は
、
草
原
地
帯
を
含
む
康
義
の
ト
ル
キ
ス
タ

ン
を
指
す
語
と
し
て
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
と
す
る
。
し
た
が
っ
て

パ
ミ

I
ル
以
東
の
中
火
ア
ジ
ア
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
天
山
の
南
北
に

虞
が
る
草
原
・
オ
ア
シ
ス
地
帯
を
指
す
こ
と
に
な
る
。

(
2
)

松
田
一
九
五
五
(
再
録
一
九
八
六
、
一
八
五
|
一
八
六
頁
)
、
松

同
一
九
六
六
(
再
録
一
九
八
六
、
一
二
五
一
二
九
頁
、
再
刊
一
九

九
四
、
一
五
五
一
六

O
頁
)
、
松
出
一
九
七

O
、
二
四
六
百
円
、
羽

同
一
九
六
九
、
一
四
頁
、
護
一
九
七
六
、
一
七
七
頁
、
関
野
一
九
七

七
、
八
五
八
七
頁
、
関
野
一
九
九
二
、
一
五
一
六
頁
、
杉
山
一

九
九
二
、
四
五
四
六
百
円
、
杉
山
一
九
九
三
、
一
八
六
頁
、
堀
川
二

0
0
四
、
一
四
四
一
四
七
頁
。

(
3
)

白
石
典
之
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
遊
牧
園
家
と
い
う
用
語
は
多

分
に
検
討
す
べ
き
課
題
を
含
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
に
替
わ
る
遁
賞
な

表
現
も
今
の
と
こ
ろ
な
く
、
こ
こ
で
は
便
宜
上
こ
の
語
を
用
い
て
お

く
。
白
石
二

O
O
二
、
三
六
八
三
七
九
頁
、
一
二
九
五
頁
注
(
鉛
)

0

(
4
)

本
稿
は
、
『
近
代
世
界
シ
ス
テ
ム
以
前
の
諸
地
域
シ
ス
テ
ム
と
虞

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
(
桃
本
至
朗
代
表
、
平
成
一
六
一
八
年
度
科

研
費
研
究
成
果
報
告
書
、
二

O
O七
年
三
月
、
二
八
|
四
八
頁
)
に

載
せ
た
拙
論
「
遊
牧
民
と
オ
ア
シ
ス
民
の
共
生
閥
係
と
は
何
か
一
西

突
厭
と
麹
氏
高
日
円
岡
の
ケ
l
ス
か
ら
」
を
増
補
改
訂
し
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
最
近
、
坂
尻
彰
宏
氏
に
よ
り
敦
煙
オ
ア
シ
ス
と
身
近
な
遊

牧
集
固
と
の
共
生
関
係
を
検
討
す
る
論
孜
が
公
表
さ
れ
た
。
坂
尻
二

0
0
八
。
西
突
肢
と
ト
ウ
ル
フ
ァ
ン
の
オ
ア
シ
ス
園
家
と
の
共
生
関

係
を
検
討
す
る
本
論
と
は
、
時
代
も
地
域
も
封
象
と
す
る
遊
牧
集
圏

の
次
元
も
異
な
る
が
、
身
近
な
遊
牧
集
圏
と
の
共
生
閥
係
を
且
ハ
髄
的

に
明
ら
か
に
し
た
貴
重
な
事
例
研
究
と
な
っ
て
い
る
。
併
せ
参
照
さ

れ
た
い
。

(
5
)

呉
玉
貴
氏
は
、
吐
屯
の
主
要
職
務
は
、
岡
政
の
監
督
に
あ
っ
た
の

で
は
な
く
、
「
征
賦
」
上
納
の
監
督
に
あ
っ
た
と
す
る
。
呉
玉
貴
一
九

九
八
、
五

O
頁。

(
6
)

こ
れ
が
、
統
葉
護
吋
汗
の
濁
創
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
従
来

の
支
配
方
式
を
制
継
承
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
肢
に
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
内
藤
一
九
八
八
、
二
二
二
頁
。
な
お
統
葉
護
可
汗
以
外
の

時
代
に
お
い
て
、
天
山
以
南
の
オ
ア
シ
ス
諸
園
で
預
利
護
岸
田
町
民

の
栴
競
を
授
奥
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
の
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
亀
忍
固
と
高
昌
図
お
よ
び
吐
火
羅
凶
だ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
以

外
の
オ
ア
シ
ス
諸
図
も
同
様
に
突
阪
の
官
栴
競
を
一
律
に
授
興
さ
れ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
松
田
一
九
七

O
、
二
七
五
二
七
六
頁
・
二

七
九
頁
、
嶋
崎
一
九
七
七
、
一
九
三
頁
・
二
八
六
頁
、
内
藤
一
九
八

八
、
ム
三

TZ貝。

(
7
)

「
国
文
』
(
一
、
四
一
九
頁
)
に
は
、
⑧
の
「
両
国
制
狐
等
惇
供

食
帳
」
と
一
連
の
文
書
と
し
て
き
叶
〉
冨
包
叶
一
印
¥
ω
(

古
)
が
奉
げ
ら
れ
て

い
る
が
、
そ
の
内
容
は
③
と
書
式
は
同
じ
で
あ
る
も
の
の
、
穀
物
の

支
出
先
は
遊
牧
勢
力
か
ら
の
使
節
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
「
高
昌

制
狐
等
惇
供
食
帳
」
と
接
績
す
る
文
書
と
し
て
、
こ
れ
を
取
り
上
げ

62 
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る
こ
と
は
し
な
い
。

(
8
)

③
に
は
「
康
将
[
惇
]
、
市
内
三
節
、
肖
死
内
十
二
節
、
麺
一
餅

五
斗
、
供
客
胡
十
五
人
賞
」
と
あ
り
、
「
客
胡
」
に
針
し
て
、
「
賞
」

と
し
て
内
や
麺
が
支
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
康
将
が
某
部
に
惇
え

て
い
た
。
康
将
と
は
ソ
グ
ド
人
の
「
将
」
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
く
、

こ
れ
が
「
客
胡
」
へ
の
食
料
支
給
を
「
惇
」
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

な
お
唐
代
に
お
い
て
客
胡
と
は
、
商
胡
な
ど
と
と
も
に
、
ほ
と
ん
ど

は
ソ
グ
ド
人
を
指
し
て
い
る
。
。
『
森
安
二

O
O
七
A
、一

O
六

一
O
七
頁
。
こ
の
③
[
重
光
三
(
六
一
二
乙
年
]
に
見
え
る
「
客

胡
」
も
ソ
グ
ド
人
を
指
し
て
い
る
可
能
性
は
き
わ
め
て
高
い
。
ま
た

単
に
「
胡
」
と
あ
る
場
合
も
、
肢
に
森
安
孝
夫
氏
が
明
ら
か
に
し
て

い
る
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
捺
唐
か
ら
中
唐
の
終
わ
り
頃
に
あ
っ
て

は
「
胡
」
は
ソ
グ
ド
(
人
・
語
)
を
意
味
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

た
だ
し
、
森
安
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
「
胡
」
が
す
べ
て
ソ
グ
ド

(
人
・
語
)
を
意
味
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
と
り
わ
け
盛
唐
以

前
の
時
期
で
は
「
胡
」
の
内
容
を
慎
重
に
見
き
わ
め
る
必
要
が
あ
る
o

h
『
森
安
二

0
0
七
B
、
四
二
四
頁
。
た
と
え
ば
本
論
に
お
い
て

引
用
す
る
「
新
唐
書
』
春
一
一
七
袈
炎
等
停
の
「
降
胡
の
女
」
の

「
胡
」
は
、
ソ
グ
ド
人
で
は
な
く
北
庭
周
遠
の
遊
牧
民
を
指
し
て
い

る。

(
9
)

「
供
糧
食
帳
」
に
つ
い
て
は
、
呉
玉
貴
氏
を
は
じ
め
航
に
多
く
の

研
究
者
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
(
央
玉
貴
一
九
九

O
、一

九
九
一

0
2
王
素
一
九
九
七
、
二

O
七

二

O
八
頁
・
二
九
二

二
九
三
頁
)
0

そ
の
他
の
文
書
に
つ
い
て
も
、
主
素
一
九
九
七
を
参

照
さ
れ
た
い
。

(
日
)
阿
博
珂

Y

寒
川
阿
波
町
汗
(
大
蓬
便
)
お
よ
び
貧
洋
珂
寒
川
貧
汗
可

汗
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
王
素
氏
が
こ
の
見
解
を
提
唱
し
て
以

来
、
多
く
の
研
究
者
が
こ
れ
を
追
認
し
て
い
る
。
王
素
一
九
八
三
、

一
六
二
頁
、
王
素
二

0
0
0
、
四
四
六
四
四
八
頁
、
美
伯
勤
一
九

九
O
、
三
七
三
八
一
員
、
美
伯
勤
一
九
九
四
、
九
一
頁
、
銭
伯
泉
一

九
九
五
、
八
八
八
九
頁
・
九
一
九
三
頁
、
大
津
一
九
九
九
、
三

三
九
頁
、
閥
尾
一
九
九
三
、
五
五
一
良
注
(
凶
)
。

(
日
)
な
お
貧
汗
に
つ
い
て
は
、
「
、

E
B
4
g」
説
(
司
何
回
♀
N
O
O
N唱

宅
-
叶
。
ー
ロ
)
と
「
舎
一
汗
山
」
説
(
美
伯
勤
一
九
九
四
、
九
二
頁
ほ

か
)
と
が
あ
る
。

(
ロ
)
尼
利
到
蜜
〈
寒
〉

H
H

泥
利
可
汗
お
よ
び
卑
失
地
婆
護
H

婆
賓
特
勤

で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
美
伯
勤
一
九
九
O
、
三
八
|
三
九
頁
、

美
伯
勤
一
九
九
四
、
九
三
九
四
具
、
銭
伯
泉
一
九
九
五
、
八
九

九
O
頁
、
大
津
一
九
九
九
・
三
三
九
頁
・
三
五
四
頁
・
三
六
六
頁
注

(
同
)
、
王
素
二

0
0
0
、
四
五
四
四
五
六
白
ハ
o

ま
た
こ
の
可
汗

が
麹
氏
高
昌
岡
に
使
い
を
遣
わ
し
得
た
時
期
(
す
な
わ
ち
在
位
時

期
)
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
五
八
七
l
五
九
九
年
に
比
定
し
た
の
は
内

藤
一
九
八
八
頁
、
四
一
九
四
二
二
頁
、
銭
伯
泉
一
九
九
五
、
八
九

九
O
貝
、
大
淳
一
九
九
九
、
三
三
七
三
四
六
頁
・
三
五
四
頁
で

あ
る
。
こ
れ
に
釣
し
て
嶋
崎
昌
・
呉
玉
貴
・
王
素
諸
氏
ら
は
、
泥
利

可
汗
の
在
位
を
五
八
七
!
六
O
三
・
六
O
四
年
と
す
る
。
嶋
崎
一
九

七
七
、
三
二
九
頁
、
回
天
王
且
目
二
九
九
一
、
五
一
頁
、
王
素
二

0
0
0
、

四
五
四
四
五
六
百
九
o

こ
れ
に
基
づ
い
て
王
素
氏
は
、
尼
利
珂
蜜

〈
寒
〉
(
泥
利
可
汗
)
と
中
失
地
婆
護
(
婆
賓
特
勤
)
が
同
時
に
記

さ
れ
る
文
書
年
代
を
六
O
一二ーー六
O
四
年
に
比
定
し
て
い
る
。
王
素
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二
0
0
0
、
四
五
六
頁
。
泥
利
可
汗
の
在
位
年
代
に
つ
い
て
は
、
未

だ
何
れ
と
も
決
し
が
た
い
が
、
本
論
で
は
、
嶋
崎
昌
・
呉
玉
音
(
・
王

素
諸
氏
ら
の
見
解
に
擦
る
。

(
日
)
恕
凝
一
珂
宏
一
l
泥
撤
廃
羅
可
汗
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
王
素
一

九
八
三
、
一
六
二
頁
、
王
素
二

0
0
0
、
四
五
四
頁
、
美
伯
勤
一
九

九
O
、
三
九
頁
、
美
伯
勤
一
九
九
四
、
九
四
九
五
頁
、
王
欣
一
九

九
一
、
一
九
五
一
九
六
頁
。
こ
れ
に
封
し
て
銭
伯
泉
一
九
九
五
、

九
O
|
九
一
頁
は
、
庭
羅
可
汗
侯
利
弗
設
に
比
定
す
る
。
ま
た
こ
の

可
汗
が
麹
氏
高
日
円
岡
に
使
い
を
遣
わ
し
得
た
時
期
(
す
な
わ
ち
在
位

年
代
)
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
六
O
四
1
六
一
一
年
に
比
定
し
た
の
は

美
伯
勤
一
九
九
O
、
三
九
頁
、
美
伯
勤
一
九
九
四
、
九
四
頁
、
呉
玉

貴
一
九
九
一
、
五
一
頁
、
王
素
二

0
0
0
、
四
五
T
1
頁
で
あ
る
。
こ

れ
に
封
し
て
、
内
藤
・
銭
伯
泉
・
大
津
諸
氏
は
庭
羅
可
汗
の
治
世
初

年
を
開
皇
末
期
(
五
九
九
l
六
O
O
年
)
と
見
る
。
内
藤
会
九
八
八
、

一
O
一
頁
、
銭
伯
泉
一
九
九
五
、
八
九
九
O
頁
、
大
淳
一
九
九
九
、

三
五
四
頁
。

(日
)

(

U

H

美
伯
勤
一
九
九
O
、
一
二
八
頁
、
比
八
玉
貴
一
九
九
一
、
四
九

頁
、
大
津
一
九
九
九
、
三
五
四
百
一
。

(
日
)
王
素
氏
は
、
恕
縦
一
珂

y

装
(
庭
羅
可
汗
)
と
卑
失
地
婆
護
(
婆
(
貫
特

勤
)
が
同
時
に
記
さ
れ
る
文
書
年
代
が
、
六
O
四
1
六
O
五
年
に
限

定
さ
れ
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
王
素
二

0
0
0
、
四
五
六
百
円
。

(
日
)
王
素
二

0
0
0
、
四
五
六
頁
。

(
口
)
王
素
一
九
八
三
、
一
六
二
頁
、
王
素
二

0
0
0
、
四
四
八
|
四
五

一
頁
、
呉
玉
音
二
九
九
一
、
五
四
頁
、
王
欣
一
九
九
一
、
一
九
五

一
九
六
頁
、
閥
尾
一
九
九
三
、
五
五
注
(
日
)
、
大
津
一
九
九
九
、

三
三
九
一
良
。
ま
た
、
こ
の
北
府
珂
宗
と
南
府
珂
宗
を
、
醇
延
陀
首
領

の
乙
失
鉢
必
と
鍛
勤
の
大
可
汗
・
契
サ
必
歌
拐
の
こ
と
を
指
し
て
い
る

と
い
う
説
も
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
あ
ま
り
説
得
力
は
な
い
。
銭
伯

泉
一
九
九
二
、
一
O
七
頁
。
ま
た
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
ト
ゥ
ル

フ
ァ
ン
文
書
(
「
陪
問
尻
二
十
二
(
七
三
四
)
年
八
月
四
川
間
層

府
閥
」
誌
叶
〉
冨
印
宰
一
目
¥
N
E
H

〈
録
〉
『
文
書
』
九
、
一
O
四
一
O

五
頁
。
〈
完
〉
『
国
文
』
四
、
三
会
五
頁
)
に
「
今
共
曹
長
史
、
輿
此

首
領
計
舎
、
惇
可
汗
:
・
・
」
と
見
え
る
「
可
汗
」
は
、
首
時
の
ト
ゥ

ル
フ
ァ
ン
周
透
の
政
治
情
勢
か
ら
判
断
し
て
、
こ
れ
も
小
可
汗
で
あ

っ
た
可
能
性
は
あ
る
。

(
凶
)
⑨
の
文
書
に
「
供
射
固
[
]
」
(
き
叶
〉
冨
ω
N
?
N
U
¥
Y
N
u
b

〈
録
〉
『
文
書
』
一
二
、
三
四
三
頁
o

〈
官
伺
〉
『
国
文
』
一
、
四
六
一

頁
)
と
い
う
表
現
も
あ
り
、
こ
れ
も
遊
牧
集
園
か
ら
の
使
節
で
あ
っ

た
可
能
性
が
高
い
が
、
ど
の
よ
う
な
集
圏
か
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
か

っ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
除
外
し
た
。

(

日

)

吋
C
印
区
内
回
目
¥
同
国
間

3
己
居
間
N
C
C印

w

官・

ω
C印

(

初

)

吋
C
印
区
内
回
目
¥
阿
国
間
一
巾
可
由
民
岡
山

N
C
O印

w

官・

ω
C日・

(
幻
)

(

U

H

吉
岡
一
九
八
九
、
六
九
七
O
頁
。

(
幻
)
卑
失
を
波
昔
、
の
音
通
と
認
め
、
さ
ら
に
こ
れ
を
波
昔
、
テ
ギ
ン
と
解

す
る
研
究
者
が
多
い
。
も
ち
ろ
ん
均
失
(
畢
失

-
Z悉
)
と
言
え
ば
、

突
厭
族
を
構
成
す
る
諸
氏
族
(
阿
史
那
・
阿
史
徳
氏
の
ほ
か
少
な
く

と
も
数
個
の
氏
族
)
の
一
つ
を
想
起
す
る
が
(
護
一
九
六
七
A
、
五

一
一
一
ー
ー
五
回
頁
注
(
社
)
、
護
一
九
六
七
B
、
二
七
九
注
(

5

)

)

、
ト

ヴ
ル
フ
ァ
ン
を
め
ぐ
る
政
治
情
勢
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
多
く
の
研

究
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に
こ
れ
を
波
賓
テ
ギ
ン
と
解
す
る
べ
き
で
あ
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ろ
h

つ。

(
お
)
校
一
頭
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
蒋
延
陀
と
解
す
る
見
解
が
あ
る
。
美

伯
勤
一
九
九
四
、
一
一
一
|
一
一
一
一
一
頁
、
王
素
二

0
0
0、
四
九
六

四
九
八
白
ハ

0

(μ)
吋
g
E
e
¥
同国間巾ヨ-自由
N
C
φ

日・日)・
ω
C
日

(
お
)
吋
C
田
区
含
¥
同
国

m
a
g
g
N
O
B
-
日)・
ω
C
日・

(
お
)
阿
都
乾
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
阿
朕
と
解
す
る
見
解
が
あ
る
。
王

素
二

0
0
0
、
四
九
八
四
九
九
頁
。
美
伯
勤
氏
は
、
阿
都
を
阿
鉄

と
取
る
。
美
伯
勤
一
九
九
四
、
一
O
六
一
O
七
頁
。

(
幻
)
婆
弧
を
僕
骨

(
F
E
E
-

護
一
九
六
七
A
、
一
八
O
貝
)
と
見
る
見

解
が
あ
る
。
美
伯
勤
一
九
九
四
、
一
O
八
頁
、
王
素
二

0
0
0
、
四

九
四
頁
。
し
ば
ら
く
こ
の
見
解
に
従
う
。

(
お
)
鶏
弊
零
を
契
必
(
契
弊
)
と
見
る
見
解
が
あ
る
。
美
伯
勤
一
九
九

四
、
一
O
九
|
一
一
O
頁
、
王
素
二

0
0
0、
四
九
五
|
四
九
六
頁
。

(
却
)
室
呉
が
伊
吾
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
王
素
一
九
八
三
、
一
六

一
、
王
素
二

0
0
0
、
四
八
七
|
四
八
八
頁
参
照
。

(
初
)
射
牌
に
つ
い
て
は
、
射
牌
侯
斤
が
見
え
て
い
る
。
『
新
唐
書
』
巻

一
二
八
沙
陀
惇
(
六
一
王
四
頁
)

(
出
)
、
同
町
四
回
口
は
、
可
汗
の
子
弟
と
そ
の
一
族
に
し
か
附
奥
さ
れ
な
い
稽

競
と
さ
れ
る
(
護
一
九
六
七

C
、
四
O
七
頁
)
。
こ
の
な
か
に
は
可

汗
の
母
親
の
弟
(
た
と
え
ば
都
藍
可
汗
の
母
の
弟
、
得
但
特
勅
)
な

ど
も
含
ま
れ
て
い
る

o
Q
『
陪
主
目
』
巻
八
四
北
秋
惇
突
阪
の
候

(
一
八
六
五
、
一
八
七
一
頁
)

0

(
刊
以
)
叶
白
包
E
-
S
H
A
g
-
区
内
宮
・
ヨ
F
〈
ロ
を
窮
す
の
に
、
そ
れ
ぞ
れ
提
慾
・
大

官
・
希
瑳
・
移
浮
孤
と
い
う
漢
字
を
旧
い
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

麹
氏
高
昌
園
の
漢
語
の
笈
音
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
吉
国
二

0
0
0
A
、
九
一
一
頁
を
参
照
の
こ
と
。
ま
た
弛
(
ぷ
芯
ミ

E
u

問
主
唱

2
5叶N
u

官
事
)
が
山
田
仏
を
寓
し
た
漢
字
で
あ
る
と
考
え
る

こ
と
に
問
題
が
な
い
こ
と
を
吉
田
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

(
お
)
呉
玉
音
二
九
九
O
、
七
六
頁
。
な
お
⑤
(
き
づ
山
富
包
叶
印
¥
矢
田
)
唱

印¥
N
(

出
)
唱
印
¥
デ
印
¥
印
(
白
)
)
と
⑦
(
き
叶
〉
冨
ω
C
叶一日¥同(白)喝を品(出)唱を矢田))

の
諸
断
片
の
配
列
に
つ
い
て
は
、
煩
雑
に
な
る
た
め
こ
こ
で
の
詳
し

い
検
討
は
省
く
が
、
根
食
支
給
終
了
日
を
基
準
に
す
る
と
、
印
¥
印
(
出
)

を
除
い
て
ほ
ぼ
以
下
の
よ
う
な
順
序
に
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。

き
叶
〉
宮
ω
。
吋
込
注
目
)
l
u
g
H〉
冨
ω
C
吋一印ゐ(出
)
l
u
g叶
〉
富
谷
行
印
¥
N
(
白)lu

き
叶
〉
Z
8日
日
註
+
き
叶
〉
冨
ω。吋印¥同(出
)luき
叶
〉
Z
8
?と
長
田
)
0

た

だ
し
呉
玉
貴
氏
は
、
目
頭
部
分
を
き
叶
〉
冨
ω
C
吋・仏¥矢田)リ

き
づ
円
ζ
ω

ミ一日¥凶(白

)
u
gづ
山
富
ω
ミ一日
¥
ω
(
白
)
の
順
に
復
元
す
る
。
呉
玉

貴
一
九
九
O
、
七
七
頁
。

(
弘
)
松
田
一
九
七
O
、
二
八
一
頁
。

(
お
)
松
田
一
九
七
O
、
二
八
O
|
二
八
一
頁
、
大
津
一
九
九
九
、
一
二
三

七
頁
。
な
お
王
素
氏
は
、
五
八
五
年
の
段
階
で
、
沙
鉢
略
が
漠
南
に
、

阿
波
が
漠
北
に
、
ま
た
達
頭
が
西
域
に
よ
っ
て
い
た
情
勢
を
想
定
さ

れ
て
い
る
が
、
明
確
な
根
擦
が
な
い
限
り
従
え
な
い
。
主
素
二

0
0

0
、
四
四
二
頁
。

(
お
)
条
新
江
(
青
木
・
闘
尾
諜
注
)
一
九
九
O
、
二
頁
。

(
幻
)
松
田
一
九
七
O
、
二
八
三
頁
。
ま
た
松
H
氏
は
、
西
突
欧
初
期
の

王
庭
は
、
①
ク
チ
ャ
北
方
の
大
ユ
ル
ド
ウ
ス
河
の
盆
地
と
、
②
素
葉

(
砕
葉
)
城
[
ト
ク
マ
ク
附
近
]
か
ら
千
泉
[
冨
庄
内
己
に
か
け
て

の
オ
ア
シ
ス
群
に
し
ぼ
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
松
出
一
九
七
O
、
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二
九
O
頁
。
な
お
大
淳
氏
は
、
五
八
三
年
に
達
頭
可
汗
の
も
と
に
逃

れ
た
阿
博
珂
宍
戸
が
、
イ
リ
方
面
に
擦
っ
て
濁
立
し
た
と
す
る
。
大
津

一
九
九
九
、
三
三
七
頁
。

(
お
)
呉
玉
音
二
九
九
O
、
八

O
頁。

(
刊
山
)
が
唱

qr
に
つ
い
て
は
、

ω百
回
目
当
岳
民
5
5
S七
七
件
。
白
・

5
ま

官

-E
を
参
照
。
ま
た
居
織
が
、
ー
ヶ
認
可
昨
と
い
う
ソ
グ
ド
語
に
比
定

で
き
る
こ
と
は
、
台
出
豊
氏
よ
り
ご
数
一
以
い
た
だ
い
た
。
ロ

4
2
E含
¥
同
恒
常
習
吉
田

N
C
②
印
リ
古
田
谷
印
・
な
お
大
津
一
九
九
九
、
三
五

九
頁
に
も
指
摘
が
あ
る
。

(
川
町
)
呉
玉
昏
二
九
九
一
、
五
七
頁
、
大
津
一
九
九
九
、
三
五
九
頁
。

(
但
)
妥
伯
勤
一
九
九

O
、
三
七
頁
、
呉
玉
音
二
九
九
一
、
四
九
頁
。

(
必
)
士
川
出
豊
氏
に
よ
れ
ば
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
文
書
な
ど
に
見
え
る
(
曹
)

浮
夜
門
昨
他
・
(
康
)
婆
何
昨
他
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ソ
グ
ド
語
の

d
M
1
B忌
口
片
付
(
白
苫
白
山
口
の
僕
)
、

2
Z
E
r
(一
川
の
僕
)
の
、
ま
た

(
康
)
莫
耽
多
は

Bw岡
田
可
立
の
漢
字
音
寓
で
あ
る
。
吉
岡
一
九
八
九
、

六

九

七

O
頁
、
吉
田
一
九
九
O
、
九
七
頁
、
吉
田
一
九
九
八
、
一
一
一

八
三
九
頁
。
と
く
に
莫

E
M
は
ソ
グ
ド
文
字
に
よ
る
署
名
が
残
さ

れ
て
い
る
。
吉
田
一
九
九
八
、
三
八
三
九
頁
。
こ
れ
に
従
え
ば
、

莫
昨
他
は
、

EW也監
r
の
漢
字
音
窮
と
な
ろ
う
o
Q
-
大
津
一
九
九

九
、
一
二
五
九
一
良
、

4
3
E含
¥
同
国
間
ミ
白
出
国

N
。。印唱司

ω呂
田
な
お

B.HEEr
は
イ
ン
ダ
ス
河
上
流
に
残
さ
れ
て
い
る
「
落
書
き
」
に
在

註
さ
れ
て
い
る
。

ω一自由
t

当

-EhE己申
R
E
M
-

(
川
町
)
呉
玉
昏
二
九
九
一
、
五
七
頁
、
大
津
一
九
九
九
、
三
五
九
頁
。

(
叫
)
ソ
グ
ド
人
の
名
で
あ
る
呼
典
昨
他
は
ソ
グ
ド
語
皇
、
ぺ
吉
田
口
停
(
王

妃
の
僕
)
の
漢
字
音
寝
で
あ
る
。
呼
典
は
士
川
田
一
九
八
九
、
六
九

七
O
頁
、
昨
他
は
吉
田
一
九
九
O
、
九
七
頁
な
ど
を
参
照
。

(
必
)
口
・

4
8
E
E
¥
同白

ma由自由
N
C
C
日・司・
ω。印・

(
必
)
牌
姿

Hq件
は
、
畢
裟
と
も
漢
字
表
記
さ
れ
る
。
吉
田
一
九
九

O
、

九
五
頁
注

(
M
)
0
2・J

ヘg
E
E
¥
同白
mm可目白血
N
C
C
印
七

-ug-

(
U
)

「
昭
武
九
姓
胡
人
曹
莫
門
陀
等
名
籍
」
が
出
土
し
た
ア
ス
タ
ー
ナ

一
会
二
競
幕
は
、
重
光
元
(
六
二

O
)
年
に
作
成
さ
れ
た
随
葬
衣
物
疏

が
た
だ
一
件
の
み
出
土
し
て
お
り
、
本
墓
が
夫
婦
合
葬
墓
で
あ
っ
た

こ
と
を
示
す
詮
擦
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
墓
主
に
埋
納
さ
れ
た
本

名
籍
は
、
重
光
一
五
年
以
前
に
作
成
さ
れ
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

(
刊
叩
)
怠
叶
〉
冨
A
H

∞一
ω
印w
怠
(
〈
録
〉
『
文
章
H

』
三
、
八
六
頁
o

〈
官
何
〉
『
岡

文
』
一
、
三
四
四
頁
)
o

ま
た
『
陪
主
目
』
巻
八
四
北
秋
惇
突
図
版
の
係
、

一
八
六
五
頁
・
一
八
七
一
頁
に
は
、
「
佑
鉢
可
汗
の
弟
の
袴
但
可
汗

の
子
を
歩
離
可
汗
と
し
た
」
と
い
う
記
事
や
、
都
藍
可
汗
の
り
が
そ

の
弟
の
祷
但
特
軌
を
使
者
と
し
て
陪
に
遣
る
と
、
「
皇
帝
は
袴
但
特

勤
を
柱
園
に
任
じ
、
康
園
公
と
し
た
」
と
い
う
記
事
が
見
え
て
い
る
。

と
く
に
陪
が
彼
を
「
康
園
八
ム
」
に
任
じ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
な

お
護
雅
夫
氏
は
、
「
祷
但
特
勤
」
は
突
厭
本
固
に
お
け
る
官
稽
競
と

す
る
。
護
一
九
六
七
A
、
七
二
頁
。

(
的
)
こ
の
ほ
か
「
曹
枯
療
度
」
も
テ
ユ
ル
ク
遊
牧
民
風
の
名
で
あ
っ
た

可
能
性
が
あ
る
。
表
1
「
遊
牧
使
節
表
」
恥
四
に
は
、
提
勤
M
4⑦
加
古

珂
都
度
の
名
が
認
め
ら
れ
る
。

(
叩
)
八
世
紀
、
敦
煙
オ
ア
シ
ス
の
ソ
グ
ド
人
緊
落
に
お
い
て
も
、
「
蓬

漠
」
「
特
穀
」
「
莫
賀
咽
」
「
吐
屯
」
「
烏
蘇
需
」
「
逸
斤
」
な
ど
、
ソ

グ
ド
人
が
テ
ユ
ル
ク
遊
牧
民
風
の
名
を
有
す
る
例
が
見
え
て
い
る
。

池
出
会
九
六
五
、
六
三
六
五
頁
。
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(
日
)
本
文
書
を
検
討
す
る
文
献
の
網
羅
的
な
情
報
は
、
王
素
一
九
九
七
、

二
二
七
頁
に
輿
え
ら
れ
て
い
る
。
王
素
氏
は
暫
定
的
に
本
文
書
を
延

喜
一
昨
十
七
(
六
四
O
)
年
前
に
置
い
て
い
る
。

(
臼
)
『
文
書
』
『
園
文
』
と
も
に
、
「
阿
何
倫
遮
」
と
す
る
が
、
賓
見
し

た
と
こ
ろ
「
何
阿
倫
遮
」
で
あ
る
。

(

日

)

吋
C
田
区
含
¥
同
国

m
a
g
g
N
O
B
-
日)・

ωC日・

(
日
)
美
伯
勤
一
九
九
四
、
一
七
五
一
八

O
頁
、
荒
川
二

O
O
三、一一一

五
頁
ほ
か
。

(

日

)

士

什

H
二
O
O
O
B
、
四
O
頁。

(
日
)
室
貼
蜜
(
イ
ス
テ
ミ
)
可
汗
。
松
田
一
九
七
O
、
二
五
七
二
五

九
頁
、
内
藤
一
九
八
八
、
三
八
五
頁
注
(

l

)

0

(
日
)
「
メ
ナ
ン
ド
リ
・
プ
ロ
テ
ク
ト
リ
ス
・
フ
ラ
グ
メ
ン
タ
」
ギ
リ
シ

ア
語
史
料
。
内
藤
一
九
八
八
、
三
八
一
百
了
三
八
九
三
九
O
頁
注

(日
)
o

内
藤
氏
は
マ
ニ
ア
ク
と
そ
の
息
子
が
、
ど
ち
ら
も
タ
ル
カ

ン
に
就
い
て
い
た
と
解
す
る
。

(
関
)
「
可
汗
・
有
力
干
一
族
・
部
氏
族
長
な
ど
が
私
的
に
所
有
し
た
隷
属

民
な
い
し
従
士
・
従
者
」
と
解
し
得
る
こ
と
が
、
森
安
孝
夫
氏
に
よ

り
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
史
料
⑭
に
見
え
る
三
県
朱
」
も
、
こ
の
解
稽

を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
森
安
一
九
九
三
一
九
六
頁
。

(
印
)
荒
川
二

0
0
七
、
〉
5
5
4司
白

N
C
E
麹
氏
高
昌
図
で
は
史
姓
ソ
グ

ド
人
た
ち
が
、
王
に
近
侍
す
る
「
侍
郎
」
や
「
通
事
令
史
」
な
ど
に

就
任
し
、
王
の
た
め
に
各
地
に
遣
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え

る。

(ω)
呉
玉
骨
二
九
九
一
、
五
八
頁
。

(
日
)
大
津
一
九
九
九
、
三
五
九
|
三
六
O
頁。

(
臼
)
マ
ニ
ア
ク
お
よ
び
そ
の
息
子
等
が
、
デ
イ
ザ
ブ
ロ
ス
可
汗
に
よ
り

ペ
ル
シ
ア
や
東
ロ

l
マ
に
}
派
遣
さ
れ
た
の
は
、
絹
の
責
り
込
み
の
た

め
で
は
あ
る
が
(
内
藤
一
九
八
八
、
三
七
六
|
三
七
八
百
円
)
、
嘗
然

の
こ
と
な
が
ら
絹
以
外
の
産
品
も
交
易
の
封
象
と
し
て
い
た
こ
と
は

疑
い
な
い
。

(日
)

E

H

J
〉冨
A
F

∞一N
由
〈
録
〉
『
文
書
』
一
二
、
八
一
頁
。
〈
官
伺
〉
『
国
文
』

一
、
三
四
二
頁
。

(
臼
)
「
阿
都
弧
」
に
つ
い
て
は
、
餓
勤
の
「
阿
鉄
」
「
討
睦
」
広
島
N
)

と
解
す
る
説
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
説
得
力
が
な
く
、

こ
こ
で
は
従
わ
な
い
。
王
素
二

0
0
0、
四
九
八
四
九
九
貝
。
こ

れ
と
は
別
に
林
俊
雄
氏
よ
り
「
阿
都
弧
」
の
「
阿
都
」
は
、
テ
ユ
ル

ク
語
で
馬
を
意
味
す
る
な
同
庁
ョ
で
は
な
い
か
と
ご
教
示
い
た
、
だ
い
た
。

(
臼
)
「
牙
官
」
は
車
に
属
官
ほ
ど
の
意
味
し
か
な
い
が
、
こ
こ
で
は
公

主
の
「
大
官

g
ぷ
出
口
」
を
指
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

(
伺
)
「
奮
唐
書
」
虫
色
一
九
四
下
突
厭
惇
下
(
五
一
九
一
頁
)
、
『
資
治

通
鑑
』
巻
一
二
三
唐
紀
二
九
開
元
十
四
(
七
二
六
)
年
の
候
(
六

七
七
五
白
ハ

)
0
2
伊
瀬
一
九
五
五
、
三

O
九
三
一

O
頁。

(
門
別
)
麹
氏
高
昌
国
で
は
、
ソ
グ
ド
人
た
ち
に
よ
っ
て
人
馬
・
高
級
織
物

き
ぬ
い
と

の
ほ
か
、
「
金
・
銀
・
総
・
香
・
郁
金
根
・
硝
沙
・
銅
・
鍛
石
・

粟
・
石
蜜
」
な
ど
の
商
口
聞
が
す
買
買
さ
れ
て
い
た
。
前
掲
「
両
国
内
寂

奏
得
栴
債
銭
帳
」
(
誌
叶
〉
冨
戸
弁
N¥HmR-

〈
録
〉
『
文
書
』
三
、
三

一
八
三
二
五
頁
o

〈
潟
〉
『
園
文
』
一
、
四
五

O

四
五
三
頁
)

0

2
朱
雷
一
九
八
二
、
一
一
一
一
一
一
一
頁
、
美
伯
勤
一
九
九
四
、
一
七

六
会
七
九
頁
ほ
か
。

(
槌
)
池
田
一
九
八

O
、
コ
コ
二
二
百
ハ
(
再
録
二

O
O
三、
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(
的
)
時
代
的
に
は
降
る
が
、
明
代
の
カ
シ
ユ
ガ
ル
を
例
と
し
て
、
明
へ

の
朝
貢
使
と
し
て
の
権
利
を
カ
シ
ユ
ガ
ル
王
か
ら
商
人
が
買
い
取
り
、

そ
の
尚
人
が
家
/
加
者
を
募
っ
て
キ
ヤ
ラ
ヴ
ア
ン
隊
を
組
織
し
て
い
た

こ
と
が
、
榎
一
雄
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
榎
一
九
七
四
(
再

録
一
九
七
九
、
一
五
五
頁
、
一
九
九
三
、
一
六

O
頁
)
o

中
央
ア
ジ

ア
で
組
織
・
汲
達
さ
れ
る
園
家
の
使
節
と
い
う
も
の
の
性
格
の
一
端

が
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。

(
同
)
ソ
グ
ド
人
以
外
の
オ
ア
シ
ス
岡
家
の
商
人
も
常
然
の
こ
と
な
が
ら

活
動
は
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
属
す
岡

家
の
領
域
内
部
の
都
市
と
そ
の
近
郊
村
落
と
の
往
来
、
ま
た
せ
い
ぜ

い
が
近
接
す
る
オ
ア
シ
ス
園
家
と
の
近
距
離
聞
の
往
来
を
果
た
し
て

い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
後
の
時
代
で
も
、
パ

ミ

1
ル
以
東
の
束
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
場
合
、
図
際
的
な
商
人
は
外
来

の
そ
れ
が

H
立
つ
o

員
田
一
九
七
七
、
異
回
会
九
八
六
、
今
回
一
頁

ま
か
。

(
礼
)
閥
尾
一
九
九
八
、
八
三
八
五
頁
。

(η)
荒
川
一
九
九
九
、
九
六
九
七
頁
。
も
ち
ろ
ん
、
商
人
は
そ
の
交

易
圏
内
の
往
還
を
中
心
と
し
て
い
て
も
、
局
地
的
な
交
易
圏
を
繋
げ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
商
品
そ
の
も
の
は
遠
隔
地
を
わ
た
っ
て
い
た
。

ソ
グ
ド
商
人
に
よ
る
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
交
易
品
」
の
遠
距
離
輪
、
さ
と

い
っ
て
も
、
近
接
し
た
オ
ア
シ
ス
の
聞
を
往
来
す
る
こ
と
で
成
立
す

る
取
引
の
積
み
重
ね
で
あ
っ
た
側
面
が
あ
り
、
ソ
グ
ド
尚
人
H
H

遠
隔

地
尚
人
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
あ
ま
り
に
も
一
面
的
に
過
ぎ
る
。

(
ね
)
ト
ウ
ル
フ
ァ
ン
周
透
で
活
設
に
交
易
す
る
商
人
を
考
え
た
場
合
、

こ
の
商
胡
が
ソ
グ
ド
商
人
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

注
(
8
)
参
照
。

(
九
)
松
出
一
九
七

O
、
二
四
七
頁
。
『
同
室
目
』
巻
五

O
異
域
惇
下
(
九

二
二
百
円
)
に
お
け
る
表
現
は
「
商
胡
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
そ
の
活

動
地
域
か
ら
見
て
、
前
注
と
同
じ
く
ソ
グ
ド
商
人
と
解
す
る
の
が
安

首
で
あ
る
。

(
お
)
嶋
崎
一
九
七
七
、
九
八
九
九
一
員
。

(
同
)
一
例
と
し
て
「
高
日
円
年
次
未
詳
(
六
世
紀
後
期

o
r
七
世
紀
前

期
)
組
副
創
間
生
寸
銭
穀
備
忘
」
(
大
谷
巴
ち
背
〈
録
〉
『
大
谷
文

書
集
成
』
一
、
九
頁
、
〈
寓
〉
同
室
田
一
、
園
版
1
)
が
奉
げ
ら
れ
る
。

(
作
)
本
文
書
に
つ
い
て
は
、
就
に
楽
新
江
氏
に
よ
っ
て
分
析
さ
れ
て
い

る
。
楽
新
江
二

O
O七
。
な
お
最
近
、
新
出
吐
魯
番
文
書
の
官
局
員
と

録
文
が
公
表
さ
れ
た
。
築
新
江
・
李
宵
・
孟
憲
(
貫
(
主
編
)
『
新
獲

吐
魯
香
山
土
文
献
』
(
上
・
下
)
中
華
書
局
、
二

0
0
八
年
。
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princes, but it showed signs of being an effort to maintain the traditional Han sys

tem of enfeoffing princes of the royal house, and it was conducted to sustain the

existence of the feudatory princes of the royal house and the principle of feudal

enfeoffment born thereof.

THE SYMBIOTIC RELATIONSHIP BETWEEN NOMADIC AND

OASIS-CENTERED STATES: AS SEEN IN THE CASE OF

THE WESTERN TURK AND GAO-CHANG KINGDOM

UNDER THE ROYAL HOUSE OF QU

ARAKAWA Masaharu

This article employs the Turfan documents to address the Gao-chang kingdom

under the royal house of Qu ~*J ~~ J§ ~ of Turfan and the nomadic state of the

Western Turks [9~~ who supported it and to analyze the multifarious symbiotic

relationships built up between the two. As a result of this analysis, it has become

clear that the core of the symbiotic relationship built up between the nomadic and

oasis-centered states was the mutually beneficial relationship of the dispatch and

organization of missions by various khans and various nomadic groups and their

acceptance by oasis-centered states. In other words, it is thought that the leaders

of the various nomadic groups in nomadic states dispatched Sogdians in the region

as their agents or assigned them to accompany the missions to the oasis-centered

states, and they gained the opportunity to purchase various luxury goods stored in

the oases while securing food and lodging, and in addition they sold their own pro

ducts or transit trade goods. In other words, the dispatch of these missions

amounted to organizing a caravan for trade. Moreover, these missions in providing

an opportunity for safe long-distance travel brought together many individual Sog

dian traders, who originally had no relationship to the missions.

On the other hand, for the oasis-centered states the dispatch of the embas

sies by nomadic groups and their reception meant not simply the prevention of

plundering by the nomadic states, but also these embassies brought prosperity

through an increasingly thriving trade as a result of leading and protecting many

Sogdian traders.

In addition, these oasis-centered states themselves dispatched missions to

various locations under the order established through the nomadic states' rule. In

- 32-



essence, trade across great distances in central Asia was conducted in caravans

that were organized and dispatched by both nomadic and oasis-centered states and

other groups, and as they developed they attracted and absorbed various indi

vidual Sogdian merchants. For the oasis-center states, the reception of missions of

various nomadic groups was a vital enterprise that might determine the fate of

these states.

The formation of powerful nomadic states in central Asia brought about the

formation of symbiotic relationships founded on the political relationship of lord and

subordinate between the khans and oasis-centered states, and under these circum

stances the dispatch of missions by states and other groups became nearly regula

rized as the formation of a broad order that stretched across the steppes and des

erts was formed. It was these circumstances that caused trade in Central Asia to

thrive.

ON THE COMPILATION OF THE YUNSHI GUOGONG FUZHAI

YANXINGLU (A MEMOIR OF HIS EXCELLENCY, FISCAL

ATTENDANT GUO FUZHAI): SCHOLARLY LIFE AND

SELF-CONCIOUSNESS OF OFFICIALS WHO ROSE

FROM THE RANKS OF LOWER-RANKING

CLERICAL OFFICIALS IN THE

YUAN PERIOD

IIYAMA Tomoyasu

This article is an attempt to shed light on the scholarly life and self

consciousness of officials who started their careers as low-level clerical officials

and later rose to higher officialdom in the Yuan period. As the civil service exami

nations played a limited role under Mongol rule, a considerable number of local

literati chose to serve as clerks to enter officialdom. At times, such low-level offi

cials were praised as "scholarly clerks," 1~ 9!. ruli, in contemporary materials and

they formed the main source of officials throughout the Yuan period. However, we

understand little how "scholarly" they were, especially in comparison with scholar

officials who passed the civil service examinations. Based on two memoirs of a fis

cal attendant in chief named Guo Yu $~fl~ (ca 1259-?), who was also promoted

- 33-
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